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回復された教会の

管 理

第一副管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

◇ ◇

1978年1月8日 ， ブ リガム ・ヤ ング大学 マ リオッ トセ ンターにお け る

同大学全 ステー キ部 の学生 を対象 と した フ ァイア サ イ ドで の説 教 より

◇ ◇

2



皆 さんは・啓示の上に建て られ・神の予言

者を通 じイエス ・キ リス トによって導か

れているイエス ・キリス トの教会の一貝であ

る。このことをご理解いただきたい。 また同

時に，この教会がどのように運営 されている

かについて も知っていただきたいと思 う。 こ

れは非常に大きなテーマである。 したがって

概略的な話に終始す るか もしれないが，その

時は許 していただきたい。

皆 さんに思い起 こして もらいたいことが あ

る。それはこの地がほかならぬ私たちのため

に創造されてい るとい うことである。私たち

はこのことを啓示 を通して知っている。それ

を個人個人の立場に当てはめて考えてみたい。

地球 は私たちのために創造された。この世に

住み，主の教 え.に従い天父のみ前に帰 る準備

をす るための場 として与 えられた。天上の大

会議 でイエス ・キ.リス トは世の救い主 として

選ばれ，私たちが永遠の生命 を享受 できるよ

うにこの地上に来て 自ら命を捨 てられた。私

たちが属 している現在の この教会は，少年の

ジョセブ ・ス ミスに父なる神 と御子イエス ・

キ リス トが現われた結果設立 され，以来ジ ョ

セブ ・ス ミスは啓示によって絶えざる導 きを

受けて きた。私たちにはモルモン経がある。

その起源にっいては よく御存 じだと思 う。詳

し くお話する時間はないが， これは啓示によ

って翻訳 された書物であ る。 また私たちの教

会には，アロン神権 とペテロ，ヤ コブ， ヨハ

ネによって回復 されたメルケゼデ ク神権があ

る。

教会の設立についてこう記されている。「こ

の末の世に於けるキリストの教会の起 りは……

神意 と神命 によりて，・・…・

すなわちこの神命は神によリイエス ・キ リ

ス トの使徒の聖職に按手任命せ られて，当教

会第一の長老 となりたるジョセブ・ス ミス(二

代 目)に 下 りたるものな り。」(教義 と聖約20：

1-2)

さ らにこうある。

「見よ
，汝 らの中に誌さるる一つの記録 あ

らん。その記録 に於 て，父なる神の御 こころ

と汝 らの主 イエス ・キ リス トの恩恵 とにより

汝は聖見者，「翻訳者，予言者， イエス ・キ リ

ス トの使徒.教 会の長老 と称せ られん。」(教

義 と聖約21：1)

教 会 は民.主主義，，つ まり選挙によって選ば

れた代表者 によって治められているという話

をよく聞 くが，教会 は神が選ばれた代表者 を

通 して神によって治め られ る神権政体 である。

教会の信仰箇条.には次のように述べ られている。

「われ らは
，.福音 を宣べ，且つその儀式を

執 り行 うためには，啓示 と，権威ある者の按

手によ り，神によりて其任に召 されねばなら

ぬ ことを信ず。」(信 仰箇条第5条)ジ ョセブ・

ス ミスが主 によって教会の大管長に選 ばれ，

主か ら権威を授け られた人々により任命 され

たのはこの方法 によるのである。

教義 と聖約107章 を読む と， いつ も心に強

い証が よみがえって くる。この章では，神権

の もろもろの役職が挙げられ，その義務が教

えられている。その一部 を引用 しよう。

「メルケゼデ ク神権 を有てる者の中三人の

管理大祭司あり，当団体によりて選ばれ， そ

の職 に任命 して按手聖任され，教会員の信任

と信仰 と祈 りによりて支持せ られ，当教会の
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1960年 か ら1976年 にか け て，

合 衆 国 とカナ ダ 以 タトの 国 々 に お け る会 員 増 は

397パ ー セ ン トに の ぼ る。

ジ ョ セ ブ ・ ス ミ ス

大管長会なる定員会 を構成す。

また，大神権の職 を管理する長たる者の義

務は全教会を統轄すべ きものにして，モーセ

の如 くあるべ し。

すなわち，見よ，この教会の頭首に神の与

えたもうあらゆる賜を有 し誠に彼は聖見者た

り，啓示 を受 くる者た り，翻訳者た り， また

予言者たり……」(教 義 と聖約107：22，91-

92)

また次のようにも記 されている。

「十二人の巡回評議員は召 されて十二使徒

となる，すなわち全世界に於けるキ リス トの

御名の特別の証人となるべ き者な り……。

またこの十二人は，前記の三人の管理大祭

司と権威 と権能 とを同じくせ る定員会を構成

す。」(教 義 と聖約107：23，24)

『予 言者 ジョセブ ・ス ミスの教え』には次

のように書かれている。

「ス ミス大管長は次に十二使徒会の義務 と
，

大管長会に次 ぐ彼 らの権威 とについて説明 を

始めた。…… また十二使徒会は大管長会以外

のどこに も従属 しない。すなわち，予言者が

言うには，『私 と現在 の副管長であるシ ドニ

ー ・リグ ドン
，フレデ リック ・G・ ウィリア

ムズ，そして私がいない場では(大 管長 をさ

す)十 二使徒 を統 轄する大管長会 というもの
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は存在しない。』」(pp.105-6)

ジ ョセブ・ス ミスの死去に伴い，ブ リガム・

ヤングを会長 とす る十二使徒会が教会 を管理

することになった。彼らは3年 半の問，教会

の諸事 を取 りしきった。その後 ブ リガム ・ヤ

ングが教会の大管長に選ばれ，彼が副管長 を

選び，任命 した。彼の死後3年2カ 月たって

大管長にジ ョン ・テイラーが任命 された。ジ

ョン ・テイラーの死後は，1年9カ 月でウイ

ルフォー ド・ウッドラフが大管長に選ばれ，

聖任 された。それ以来，大管長 の死去か ら次

期大管長の任命 まではほんの数 日を待っだけ

となった。

私は，1973年12月26日 にハ ロル ド・B・ リ

ー大管長が突然に他界してか ら後の ことを具

体的に説明 したい と思 う。ア リゾナ州 フェニ

ックスで娘一家 とク リスマスを過 ごしていた

時に， リー大管長の秘書であるアーサー ・ヘ

イコック兄弟か ら電話を受けた。 リー大管長

が重体であるため，できるだけ早 く帰宅 して

ほしいとのこ とであった。それから30分 後に

また電話があって，「主 のみ旨によって，リー

大管長は今み もとに召されました」 と言われ

た。

私が不在のためロムニー副管長が教会の事

務 を管理 していたが，そのロムニー副管長 と

十二使徒評議貝会のスペ ンサー ・W・ キンボ

ール会長が病院に駆け付けていた
。 リー大管

長の死後直ちに，ロムニー副管長はキンボー

ル会長に向き直って 「あなたにお任せします.」

と言った。 リー大管長の死去か ら十二使徒会

が教会の管理権 を引き継 ぐまでものの1分 も

かか.らなか ったのである。

リー大管長の葬儀 に引 き続いて， キ・ンボー

ル会長は12月30日 日曜 日の午後3時 ，ソル ト

レー ク神殿の会議室に使徒 たちを召集 した。

ロムニー副管長 と私が先任順に従って十二使

徒評議員の席に加わ ったので， 出席者は総勢

14人 になった。讃美歌を歌い，続いてロムニ

ー副管長の祈 りがあ り
，キンボール会長が心

か らへ りくだって彼の思いを述べた。.キ ンギ

ール会長は先 日の金曜 日に神殿で主 と語 り
，

新 しい責任 を引受けそ して副管長 を選ぶため

の導 ざを得て祈?た 時，涙が出て止まらなか

ったと.言われた。

私たちは神殿衣をまとい，祈 りの輪 をつ く

った。キンボール会長は私に司会 を頼み， ト

ーマス ・S・ モンソン長老に祈 りをお願いし

た。その後で， キンボール会長は集会の 目的

を説明 し，エズラ ・タフ ト・ベ ンソン長老か

ら始めて定員会の会員 を先任順にひとりずつ

呼び，大管長会 をその 日に組織するか，それ

とも十二使徒評議員会で継続す るか意見を求

めた。全員が 「今，組織すべきです」と答え，

キンボール会長 と十二使徒当時の彼の働 きに

関 して賛辞 を述べた。

それか らエズラ ・タフ ト・ベ ンソン長老が，

教会の大管長 としてスペ ンサー ・W・ キンボ

ールの名を提案 した
。続いてマー ク ・E・ ピ

ーターセン長老が支持を表明し
，満場一致で

承認 された。その後，キンボール会長はN・

エル ドン ・タナーを第一副管長，マ リオン ・

G・ ロムニーを第二副管長に指 名し，ふたり

はそれぞれ，その役職 を喜んで受 け，全精力，

全時間 を捧げて働 く，ことを表明 した。このふ

たりの副管長 も満場一致で承認 された。その
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リー大 管長 の死去 か ら，

十二使 徒 会 が教 会 の管理権 を引 き継 ぐまで

ものの1分 とかか らなか った。

第 一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

大 管 長

ス ペ ン サ ー ・W・

キ ン ボ ー ル

後，十二使徒の次席会長であるマー ク ・E・

ピーターセ ン長老が，エズラ ・タフ ト・ベ ン

ソン長老を十二使徒評議員会の会長に指名 し

た。これ も満場一致で承認された。

そこで出席者全員がスペ ンサー ・W・ キン

ボール長老の頭に手 をおき，エズラ・タフ ト・

ベンソン会長が彼を末 日聖徒 イエス ・キ リス

ト教会の第12代 大管長に聖任 した。それか ら，

キンボール大管長がN・ エル ドン ・タナー長

老を大管長会第一副管長に，マ リオ ン ・G・

ロムニー長老を第二副管長に任命した。キン

ボール大管長は同 じようにしてエズラ ・タフ

ト ・ベンソン長老 を十二使徒評議員会会長に

任命 し，祝福 を授けた。

十二使徒が11名 になったので，定貝会の空

席 を埋め る新 しい人物 を召すこ とが必要にな

った。教会幹部がどのようにして召されるか

は，興味あるところだ と思 う。大管長は十二

6



使徒たちに，新たに使徒に召され るにふさわ

しいと思 う人の名前を推薦 して もらい，また

自分で もふさわ しいと思 う人の名前を考えて，

最終的には，霊感 と啓示によって選ぶのであ

る。召 しは神の霊感 と啓示 によるものであ り，

事実上 その教会幹部は召 しと任命 を受ける前

配ら袖 に雰.?.て詣名.註劃十;使 徒評護見会ρ

丞li逐を剰 ナているのである。

このことに関 してひ とつの例をお話 したい。

ヒーバー ・J・ グラント大管長が実際に経験

したことだが，彼が十二使徒評議員会の会員

であった時，大管長か ら十二使徒の空席を埋

第 二 副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

十 二 使徒 評 議 員 会会 長

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

める人物の候補者 として氏名の提 出を求めら

れた。そのたびに彼はご く親 しいひとりの友

人の名 を挙げた。しか しその人は一向に選ば

れなかった。そ こでグラン ト大管長はある時，

もし自分が大管長になって，十二使徒会に空

席があった ら，その人は実にふ さわしい人な

ので彼 を召す ことに しようと考えた。

やがて彼が大管長にな り空席の補充が必要

になった。彼には，望む人がいた。 しか し自

分は主のみ こころにかなう人を選びたい と主

に祈 った。その時， グラン ト大管長の頭に浮

んできたのは，個人的にはあまり知 らないメ

ルビン ・J・ バ ラー ド長老の名前であった。

しか もその名前はずっと彼の頭 を離れなか っ

たbこ うして グラン ト大管長はメル ビン・J・

バラー ド長老こそ召すべ き人であることを知

り，結局バ ラー ド長老が指名され，十二使徒

に よって承認 されたのであった。.
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次に，私 自身の経験 もお話 しておきたい。

私は1960年10月 カナ ダのデルバータ州カルガ

リステーキ部のステーキ部長 であった時に，

ソル トレー ク ・シティーの総：大会に出席した。

金曜 日の夜にホテルに電話があって，マッケ

イ大管長が翌 日，土曜 日の朝に私 と会いたい

といっことであった。当然，何の話があるの

か気にな り，その晩は熟睡できなか った。私

は約束の時刻に大管長の事務室で大管長 と会

った。私が彼 と向 き合った椅子に腰 を下 ろす

と，彼は私の 目を見詰めて，手 を私のひざに

置き，こう言った。「タナーステーキ部長，主

があなたを十二使徒補助 として教会幹部に召

すことを望んでお られます。」そして，マッケ

イ大管長は私の気持 ちを尋ねた。

私はその時 どう答 えたか，は っき り覚 えて

いない。身に余 る光栄 と思い，非常に不適格

とは思 うが，喜んで召 しを受け，すべての時

間 と精力を傾けて主のみ業に携わるつ もりで

あることを伝えた。

その朝，私の名前がフランク リン ・D・ リ

チャーズ，セオ ドア ・M・ バー トンの両長老

と共に呼ばれ，十二使徒補助に支持 された。

私たちは大会で承認 された。全教会の役員は

それぞれのレベルで，これ とまった く同じ方

法で選ばれ る。

ここで 「不賛成」の挙手 をした人について

はどう扱 うか とい う疑問に答えたいと思 う。

一度
，1977年10月 の 大会でそうい うことがあ

った。その模様について聞 き及んでいる方は，

反対者が反対の挙手の記録 を残 させ ようとし

たことを思い出され るであろう。不賛成の挙

手については次のような手続 きを取る。反対
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したひとウを除 く出席者全員が支持 したので，

私は彼に ヒンクレー長老に会っていただいた。

その 目的は，提案 された役員 を支持 できない

理由 を聞 くためである。彼にその機会 を与 え

て，支持するにふさわし くない正 しい理由を

彼が もし知 っているのであれば，それを面接

した相手に告げ，面接者が大管長会 にその 旨

を伝 えるのである。

私は，ニュージーラン ドにステーキ部を再

組織す る召しを受けた時の経験 をここで，お

話 したい と思 う。ニュージーラン ドの会員 で

私が過去に会ってい るのは，それまでのステ

ー キ部長ただひ とりであった
。私はニュー ジ

ー ラン ドのステー キ部の監督 と高等評議員の

リス トを頼んで，その リス トを読み通 した。

す るとその内ひ とりの名前が印象に残った。

キャンベル とい う名であった。何度 リス トを

読んでみても， そこに目が行った。バンデ ン

バーグ監督 も同行 していて，導 きを祈った後，

ふた りで全員 を面接 した。

面接が全部終 わると，私はバ ンデンバー グ

監督 に，「主に導 きを願いましょう」と言った。

こうして祈 り終 えた後，「もしあなたに責任が

あったら， ステーキ部長にだれをお選びに.な

りますか」 と彼に尋ねた』

するとバ ンデンバー グ監督は 「ビル ・キャ

ンベル兄弟 です」 と答えた。私は彼の名 を口

に出 してバ ンデンバー グ監督に言ったこ とは

一度 もなか った
。これは主が任命に当たって

導いてお られることのひ とつの証拠である。

ここで十二使徒の仕事 を幾つか簡単にご紹

介 しよう。十二使徒評議員会は大管長会の指

示の下に宗務の全般 に責任 を負う。七十人第



一定員会会員が受け持つ教会の宗務 を監督す

るの もその責任である。7月 を除 き年中全世

界の教会で毎週行なわれているステーキ部大

会の 日程 を組み，教会幹部の出席を割 り当て

るの も責任である。

全教会幹部はステーキ部大会の土曜 日の夜

の集会 と日曜 日の一般大会に出席 して， その

地域の教会員が より良い生活を送るこ とがで

きるよう励 ましを与えるために熱心に 自分を

備 えている。 そしてステーキ部長会や ステー

キ部役員 と会合 し，進歩状況や改善の方法を

話 し合 う。教会幹部は，大会の責任や旅行 な

どのために最低2日 ，長い時は3，4日 から

2週 間，家を留守にする。

十二使徒評議員会は新 しく召された伝道部

長のセ ミナー と年1回 の地区代表セ ミナー を

計画する。教会の宗務上のプログラムに関 し

て教会全体の活動 を監督する責任もある。(木

曜 日の集会やその他 で大管長会 と十二使徒会

が行なうことについては後で説明す るつ もり

である)十 二使徒評議員会は，ステーキ部大

会に出席 した教会幹部の報告 を聞 き，改善の

方法を討議するための集会 を定期的に持つ。

七十人についてお話す る前に，繰 り返 し申

し上 げておきたいことがある。教会が発展す

るにつれて助け手が必要にな り， そのため十

二使徒補助が任命されることとなった。その

後，十二使徒会地区代表が召 されて， もっと

密接にステー キ部役員 と接触 して直接に援助

を与 えることができるようになった。

教会が発展して，大管長会と十二使徒評議員

会が七十人第一定員会の発足を決めたのが1970

年 代 であったのは興味深い。当時十二使徒補

助に任命 されていた人々が七十人に聖任 され

て，七十人第一定貝会の会員 となった。

さらに多 くの地区代表が任命 され，遠隔の

伝道部やステーキ部が教会事務 を補助するよ

うに召 された人々 と身近 に接触できるように

なった。この地区代表は，ステー キ部，ワー

ド部，伝道部の運営に多 くの経験 を積んだ人

人である。

さて，七十人についてはこう記 されている。

「『七十人』は十二使徒会……の指揮の下に教

会 を設立し， またよろずの国民に於ける教会

のあらゆる事務 を整理す るに主の御名により

て行い，……」(教 義 と聖約107：34)も う一

度読んでみたい。「教会を設立し，またよろず

の国民に於ける教会のあらゆ る事務 を整理す

る」 と書かれている。この七十人の責任につ

いては後で もっとお話 したいと思 う。

教会の大祝福師は祝福 を求めて来る教会員

に祝福 を与える。 また，時々割 り当てを受け

て教会 中を回 り，伝道部や祝福師のいない地

域で祝福 を施す。

管理監督会の会員は，大管長以外の教会幹

部 と同様の手順 で召され，聖任 され る。 また

どこのステーキ部，伝道部 と特定されず， ど

の地域か らで も選ばれ る。そ して大管長会の

指導の下 に，教会の実務面の管理に当たる。

教会がどの ように管理 されているかをご説

明 したい。教会の運営に関す ることはすべて

大管長会の指導下にあるが，事務はおおよそ

3つ の領域に分け られる。麹 。は太管長会が

真接蕪管 理すゑ事瓶.第.2娃 大管長会の指導

耐 三あ.?コζナニ∫吏律が管理熊 盈審撫 第3は

雄1量 会魚墳導二下にわ?.で 管理箪督会が管理
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する実務である。

大管長会が直接に管理歩 る事柄 を幾つか挙

げてみよう。地域大会，聖会，お よび予算，

教育，歴史，人事の各部門，神殿，監査，相

互調整評議会福祉活動な どである。

十二使徒 の管理下には，現在5つ の部門が
　 ニロ コ イリコ 　ニ 　ロ　ア 　 　 　マ 　ほぼ ヨ ニド

ある。各部門は十二使徒 の指示の下に2，3

人の七十人がそれぞれの職員 と共に運営に当

たっている。その部門とは，神権，伝道，系

図，指導者養成，相互調整 である。この内の

2，3の 部門につ いて簡単にご紹介 したい。

神権部門はメルケゼデク神権，ア ロン神権，

補助組織用の指導資料，テキス ト，手引きを

作成 し，その利用法を決める。さらに活動プ

ログラムを監督 し， また教会の定期刊行物 を

担当す る。

担互調肇部聞.は学習コー スの全資料や教会

の定期刊行物に掲載する教義や規準などを調

べ，相互調整委員会に報告する。相互調整委

貝会は以上4部 門の各管理部長 と相互調整部

門の管理部長お よび管理監督 と教育委員長に

よって構成 されている。ここで個人に神殿活

動，伝道活動お よび教会の各組織の責任， さ

らに生活面でより良い備えをさせ るためのア

イディアを出し合 い，指導，訓練 を行 なうた

めの全資料が相互調整される。つ まり教会の

全プログラムの 目的は個人が永遠：の生命を受

けられるよう備えさせ ることである。

伝道部門は宣教師養成あるいは伝道活動で

使 う伝道資料 を準備 し，宣教師に伝道地を割

り当て，訪問者センターの運営，管理 を行な

い， その他伝道活動 に関連 した事柄 を処理す

る。

10

宣教師が どの ように して召され るか，その

手順には皆さん も興味をお持ちであろう。監

督 は両親に話す前に宣教師志願の当人にまず

話 をする。だれにも知 られない前に，その人

がふ さわしいか どうか， どうい う考えを持 っ

ているかな どを判断するためである。その人

がふ さわしく， また伝道 を望んでいると分か

った場合，監督はそのことを両親に話 し，万

事整ってか らその兄弟(あ るいは姉妹)を ス

テーキ部長に推薦す る。ステーキ部長はその

人 と面接 して資格 と態度 を見 る。そ してふ さ

わ しく， しか も喜んで伝道に出たい とい う気

持 ちがあると判断した ら大管長会に推薦す る。

どの伝道地に派遣するかを決め るに当たっ

ては，推薦状に記された本人の適性， またそ

の時点で宣教師が必要 な伝道部など幾つかの

点が考慮 される。そして霊感により，その人

が最 も良 く主に仕 えることので きる伝道地へ

召されるのである。大管長か らの召 しが本人

に届 くと，宣教師はそれ を受け取 り次第，大

管長に返事 の手紙 を送ることになっている。

宣教 師の召しについてある話を思い出す。

それは主のみ業が主の霊感によって導かれて

いることを示す ものである。そのような話は

幾らで もあるが，一例 をご紹介 したい。ある

時，伝道部門の幹部書記が召しの手紙 を宣教

師志願者たちに送 った後，合衆国西部のある

伝道部 に割 り当てを受けた青年の母親か ら電

話が きた。その青年の父 も祖父 もドイツで伝

道し， ドイツの伝道 を希望 していたので， 自

分 も夫 も非常にがっか りした という話であっ

た。

書記がその母親 に，青年 はどう思っていま



すか と聞いた ところ，学校 に行っているので

帰 らない内に自分が手紙を開封したという。本

人はまだ自分の伝道地を知っていなかったの

である。書記は，大管長から青年が受取 るべ

き大切 な手紙 を母親が開いたことに驚 きの気

持ちを述べ，青年が 自分で手紙 を読んだ後で

また電話 をほしい と言った。

その翌 日，母親か ら謝罪の電話が入 り，青

年は召 しをひたすら喜んでいたという。青年

は内心外国で伝道す る召 しを受けないよ うに

祈っていた といっことであった。

さて， ここで地方分権 とでも言 うべ きこと

に関 してであるが，教会の世界的発展により，

中央か らの分散，特に教会が著 しい発展 を遂

げている地域 では教会員の組織 と訓練が急務

となっている。新 しい支部，地方部，ワー ド

部， ステーキ部は，教会の運営に関して経験

の少ない教会員が大半である。例えば，私が

2年 前にベネズエラのカラカスを訪問 した時，

伝道部長 は教会員の集会 を開いたが3～400人

いた出席者が皆教会 に入って5年 未満であっ

た。去年 はカラカスにステーキ部が組織 され

たが，教会経験が一番長 い人でたったの7年

であった。このような発展途上の地域の教会

の組織に多 くの訓練 と援助が必要なことは，

だれの目にも明らか である。

1960年 か ら1976年 ， すなわち私が教会幹部

に在職 している期間に教会が どれほど発展 し

たか とい うことであるが，教会員数が この間

に以前の2倍 を越えた。合衆国とカナ ダ以外

で，会貝数は397パ ー セン トの増加 である。

この6年 間で合衆国 とカナダ以外のワー ド部

数は278か ら892に 増 え，ステーキ部数は48か

ら143に 増 えた。1977年9月 の統計 をご紹介

す ると， ステー キ部862， ワー ド部5648， ス

テーキ・部 内の独立支部1495， 伝 道部158， 宣

教師24，000名 あ まりである。

このような責任の拡大に対処す るため，私

たちは世 界をゾー ンとエ リア(地 域)に 分け，

それぞれゾー ンア ドバイザー と地域担当教会

幹部が管理するように しだ。合衆国外には5

つ のゾーンと12の 地域がある。合衆国内およ

び国外ともゾーンア ドバイザー と地域担当教

会幹部は全員が七十人第一定員会の会員であ

る。ゾーンア ドバイザーは教会本部 に留 まり，

合衆国 とカナダ以外の地域の地域担当教会幹

部はそれ ぞれ 自分の地域内に居住するこ とに

なっている。

地域担当教会幹部は地区代.表を管理す る。

地区代表は前に も述べた ように，経験豊かな

適任者で，できればその地域に近い場所に居

住する人が望 ましい。地区代表はそれぞれ幾

つかのステー キ部，伝道部を指導する。これ

により，ステーキ部，伝道部の指導者はソル

トレーク ・シティーの本部か ら直接 に指示を

受け ることな く，地区代表を通 じて地域担当

教会幹部 と定期的に接触 を持 ち指示を受ける。

地域担当教会幹部 は処置が必要な種 々の問題

に速やかに対応することができるか らである。

この方法に よって，地方 レベルに多くの訓練

と援助が施され る。地域担当教会幹部はゾー

ンア ドバ イザーに報告 し，ゾーンァ ドバィザ

ーは十二使徒評議 員会に報告する
。

さて，次に算難 賛会の責任を見てみよう。

先に指摘したように，管理監督会の会員は大

管長会から割 り当てられた実務全般に責任を

11
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負う。その中には，宗務部門か らの要請に基

づ き，土地 を取得 し，建物を建て，それ を維

持するといった施設管理のほかに財政，会員

記録，断食献金，什分の一，購買，翻訳，配

送などの関連事務 の管理 も含 まれる。また福

祉事業部を指導する大きな責任 もある。そこ

で実施 され る主要 なプログラムや方針 は大管

長会，十二使徒評議員会，管理監督会，扶助協

会会長会か ら成 る福祉活動委員会 で決定 され

る。福祉活動 プログラムには，全世界のデゼ

レト産業関連事業やステーキ部， ワー ド部，

伝道部の福祉プログラム，監督の倉庫などが

ある。

これらの事柄 を合衆国とカナダ以外で実施

するために地域管理監督がいて，割 り当て ら

れた地域内に住みなが ら地域 の実務 を管理す

る。これによって，地域の教会員が持つ問題

に迅速に対応 し，地域で適切 な訓練 を施すた

めである。地域担当教会幹部 と地域管理監督

はあらゆる事柄に対 して完全 に協 力して働 く。

次に大管長会であるが，大管長会は毎週，

火，水，木，金曜 日の午前8時 ，議事録 を作

成す る書記を交えて会合 を持つ。討議には大

管長会に寄せ られた通信物 も加 えられる。取

るに足らない小さな質問か ら，ステーキ部長

会 と高等評議員会による破門の決定 まであら

ゆる事柄がある。服装や身だ しなみの標準，

催眠術，安息 日の守 り方，聖句の解釈，集団

感受性訓練，結び固め，地域の役員に対す る

不満，霊魂再生説，献体や臓器移植，火葬，

法律問題， そのほか際限がない。

それに加 えて，新 しい神殿長会の選任や神

殿用地の選定，建築時期の決定，十二使徒評

12

議 員会や管理監督会 との会合 で話 し合 う議題

の決定 もある。聖会や世界各地で開催 される

地域大会の計画 も立てなければな らない。

火曜 日の朝10時 か らは，大管長会 と4名 の

十二使徒 と管理監督会で構成される支 出承認

委員会の会合 があ る。ここでは，各部 門の長

か ら提出された支出案 を検討 し，予算配分を

決定す る。一例 として，総合施設部からはス

テーキ部， ワー ド部，伝道本部，訪問者セン

ターなどの土地 と建物の取得 にかか る経費や

維持費の支出申請が提出されると，それにつ

いて話 し合われる。また管理監督会は福祉計

画に要する経費の申請 をす る。

水曜 日の大管長会の会合では，歴史部，人

事部，広報部など大管長会の直接の管轄下に

ある各部門の長か ら報告 を聞 く。重要 な訪問

者 との面会は水曜 日の午前中に組み込まれる。

私は訪問者か ら直接，間接に，手紙や口頭で

大管長の印象 を伺い，大管長の影響力の大 き

さにいつ も感銘 を受けている。

月に1回 の水曜 日は，大管長会 と教会教育

委員会 と理事会の合同の会合を開 き，大学や

インステ ィテユー ト，セ ミナ リーその他教会

学校に関連 した全事項 を処理す る。また月に

1回 別の水曜 日には，大管長会，十二使徒評

議員会，管理監督会で構成する相互調整委員

会が開かれる。ここでは管理上の問題 を討議

決定 して，全部門の責任を明確に し，その調

整 を図る。この会に引き続 き，先に述べた福

祉活動委員会が行なわれる。

木曜 日は午前10時 か ら，神殿の会議室で十

二使徒評議員会 と会合する。すでに十二使徒

たちは8時 か ら会 を開 いている。神殿が建て



られて以来，教会の指導者はこの部屋で主か

ら導 きを受けてきた。指導者たちはここで特

別 な霊的な気持ちを経験 し， しば しば過去の

偉大な指導者たちの存在 を感 じることもある。

12人 の大管長 と大祝福師のハイラム ・ス ミス

の肖像画が壁に掛け られてお り， また救い主

がガ リラヤ湖で弟子たちを召している絵や そ

のほか救 い主が十字架 に掛けられている絵や

昇天す る姿 を描いた絵などもある。私たちは

この会議室で，かつて 多くの立派な指導者た

ちがここに座 り，主の導きの下で重要な決定

をしたことを思 い巡 らすのである。

木曜 日の朝10時 に大管長会がこの部屋に入

って来ると，十二使徒全員 と握手 を交わし，

神殿衣に着替 える。讃美嵌を歌い，それから

聖壇の周 りに祈 りの輪 をつ くり，ひざまずい

て祈 りを捧げた後再び普段の服に着替える。

前回の議事 について話 し合 った後，次の よ

うな事項について検討する。ステーキ部長の

推薦による監督会の変更の承認 これはあ

らか じめ十二使徒の集会で討議済みである(ち

なみに申し上げると1977年 一年間で毎週平均

して25か ら30人 の新監督が承認された)， 管

轄区域や役員の変更 を含む世界中のステーキ

役員支持の挙手 を求めるN・ エル ドン ・タナー第一副管長

召 しは神 の霊感 と啓 示 に よ るもの で あ り，事

実上 その教 会幹 部 は召 し と任 命 を受 け る前 か

ら神 に よっ て指 名 され， 十二使徒 評議 員会 の

承認 を受 け てい るの であ る。

13



部，ワー ド部，伝道部，神殿の組織上の変更，

補助組織の役員 と運営，吝部門の長か ら出さ

れた懸案，ステーキ部大会その他，葬儀 講

演会などで説教 をした時の報告など。管理や

方針の変更 を考慮，承認するのはこの場であ

り，この会 を経て初めて教会の公式な方針 と

なるのである。 この話 し合いについてひ とつ

の経験 をお話 したい。

私は今でもその時のこ とをよく覚 えている

がある事柄について十二使徒 たちの見解が異

なり，各々率直に意見を述べ合ったことがあ

った。マ ッケイ大管長が討論 をまとめ 「私は

こうすべ きだ と考えます」 と言った時，私は

隣 りの兄弟にこう言った。

「大管長が必ず正 しい答えをまとめて下 さ

るのは素晴らしいことですね。みんながそれ

は正 しいと感 じられるではあ りませんか。」

すると同僚は私 に向かって，「神の予言者で

すか ら」 と答えた。このようにして，ここで

の決定は決定以前の各々の気持 ちにかかわり

な く，全員一致の決定 となるのである。

毎月第一木曜 日は大管長会 と全教会幹部す

なわち十二使徒，大祝福師，七十人，監督会

の集会がある。この会でプログラムや手続 き

の変更が発表され，各 自の義務 と責任が指示

される。大管長が証 を述べ る人を指名 し，そ

の後全員が神殿衣に着替 えて聖餐を受け，全

員で祈 りの輪 をつ くる。祈 りがすべて終わる

と大管長会 と十二使徒評議員会 を除 く全貝が

退出し，残 った人々は服 を着替えて通常の木

曜 日の事務に就 く。 そこで言われたことや行

なわれたことは書記が記録 して報告する。

木曜 日の集会が終 わる と，大管長会 と十二

14

使徒評議 員会は特別に用意 された部屋で昼食

を取 る。この部屋には最後の晩餐の美 しい絵

が掛か っている。 くつ ろいだひとときに，経

験談や共通の話題がはずむ。時間があればそ

の中か ら幾つかのお もしろい話 をご紹介でき

るのだが……金曜 日の午前9時 には，大管長

会 と管理監督会が会って，運営上の問題につ

いて報告 を受け，話 し合いを行 な.う。

御 存じのように教会はボネビル ・インター

ナ ショナル ・コー ポレーシ ョン，ベ ネフ ィッ

シャル生命保険会社， ホテル ・ユ タ，ザイオン

ンズ ・セキ・ユ リティーズ ・コーポレー ション，

デゼレ ト新聞社，デゼ レ ト・ミューチュアル・

ベネフィッ ト・アソ.シエーションなどの教会

と公共に奉仕する会社 を所有 している。教会

が税金を払っていない とい う誤解が一部にあ

るが， それを正 しておきたいと思 う。教会所

有の会杜はすべて，他の会社 と同様 に税金 を

払 っている。

私たちは常に， それこそ毎 日，次のように

願 い，祈 っている。教会が大管長会，十二使

徒評議員会，大祝福師，七十人第一定員会，

管理監督会などの責任ある地位 にある人々よ

り，主のみこころのままに管理運営され，地

域の役員が祝福され，導かれ るようにと。私

は，この教会が神の予言者を通 じ，主 ご自身

によって導かれていることを証 し，私たちす

べてがそのことを知 り，教会員であることを

感謝 し，永遠の生命 を受けるべ く熱心に備 え

ることを心か ら祈 るものである。 イエス ・キ

リス トのみ名によ り申 し上げ る。アー メン。



回復の時代

グ レ ン ・M・ レ オ ナ ー ド

福 音 と真の教会の回復についての説明は・

末 日聖徒であればだれでも知 っているあ

のジョセブ ・ス ミスの最初 の示現に始 まるの

が常である。しかし教会歴史シリーズの序文

として，教会の回復が起 きた背景 を詳 しく見

るのも価値あることである。ジョセブ ・フィ

ールデ ィング ・スミス大管長の言葉 を借 りれ

ば ，まさにそれは 「より良い時代の夜明けが

1830年 教 会 の組 織 に加 わ っ た6人 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス ・ジ ュ ニア は彼 らの面 前 で啓示

を受 け， そ れ が現 在 の教 義 と聖 約20章 とな って い る。主 は この 啓 示 を通 して， この神

聖 な集 会 で 支持 さ れ た管理 役 員 を承 認 され た。
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国々に訪れた」 ということである。(「教会歴

史粋」第11版p.18)

合衆 国において宗教 の自由にたどりつ くま

での長い歴史の道程は数百年 をさかのぼ る。

宗教改革は御存 じのように中世 の教会 に対す

るマルチン ・ル ターの抗議文によって口火を

切 ったが，ことジ ョセブ ・ス ミスと関 わりの

あるニューイングラン ド地方の宗教に関する

限り，よ り重要なキリス ト教改革者はスイス

の神学者，ジョン ・カルビンである。 イギ リ

スの清教徒の一団が既存の教会か ら離反 して

北米の植民地に居 を求めたのは， カル ビンの

教えの影響だったのである。 こうして清教徒

はアメリカの宗教観を形成する諸概念の確立

に寄与 した。一例 として，彼 らは 自らを，新

世 界にシオンの町 として優れたキ リス ト教社

会を建設する神の選民 と見ていた。

それだけではなかった。確かに清教主義は

イギリス植民地に圧倒的な影響力を持ってい

たが他のキ リス ト教各派も植民地に根 を下ろ

すにつれて，宗教の多様性 を持つ国としての

アメリカを特色付け るようになったのである。

1776年 の アメリカ独立戦争では政教分離の政

治的風土ができ，宗教の自由に大 きく貢献 し

た。政教分離の動 きが新生国家に広がるにつ

れ，宗教復興の波が次々 と国中を洗い，1790

年代 に始 まって1812年 の 米英戦争後まで続い

た。

その復興運動 の頂点にあった所が1820年 代

後期のニ ュー ヨー ク州西部 である。そこには

富 を求めて西へ移 ってきたニューイングラン

ド人たちが人生の意義 を捜 して宗教 に目を向

けていた。あ る人々は自己の権威 を振 りか ざ

して古代の福音の回復 をいろいろと試みたが，

こっいった人々をアメ リカ宗教史では復古主
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義 者 と呼んでいる。彼 らはしばしば，救 い主

の再臨が切迫 しているとい う熱烈な信仰 を唱

えた。

最 も活動的な復古主義者 グループのひとつ

はディサイプル教会と呼ばれ，彼 らは創始者

の トーマス ・キャンベルお よび息子のアレク

サ ンダーに ちなんでキャンベ ル派 とも呼ばれ

た。後に予言者 ジョセブ ・ス ミスの親友 とな

ったシ ドニー ・リグドンはその最 も有名な説

教師のひ とりであった。 シ ドニー ・リグ ドン

はキャンベル派に加わる前はバプテス ト教会

の信者であった。そのほかにもデ ィサ イプル

教会には後に立派な末 日聖徒 となる求道者が

数 人 いたが， その 内のひ とりが パー レー ・

P・ プラッ トである。彼 らが最 も引かれたの

は，信仰，悔 い改め，バプテスマ，聖霊の賜

という新約聖書の基本原則の回復 を強 く主張

した点であった。 しか し新 しい改宗者の中に

は，キャンベル派に救いの儀式を執行する正

しい権能があるか どうか を疑 う人々がいた。

ほかにイエス ・キ リス トの真の福音 を求め

る人々の中に，西部ニュー ヨーク州のジ ョセ

ブ ・ス ミスの家族があった。父のジ ョセブ ・

ス ミス ・シニアと母のルーシー ・マ ック ・ス

ミスはふた りともニューイングラン ド生 まれ

である。ニューハ ンプシャー州 の農場でもバ

ー モン ト州の農場で も
，石 の 多い土壌や早霜

や不作，チフスの流行 などで家族は しばしば

困難な 目に遭 ってきた。1816年 に はついに，

ス ミスー家は8人 の子供 を連れて西方に移住

した。そ して西部ニュー ヨー ク州の緑に包ま

れた丘のパルマイラの小村近 くに開墾地 を開

いた。50ヘ クタールの農場に屋根裏 を寝室に

した2間 の小屋を建てた。後にこの開拓小屋

の隅に小 さな物置 きが増築 されている。



家族は生活の糧 を得 るために働かなければ

ならなかった。父のジ ョセブはカエデの樹液

か ら砂糖を取 り，息子 たち と一緒に井戸を掘

り，手おけやたるを作 って売 った。ルーシー

は油布のテーブル カバーを作 り，パ ンやパイ

を焼いて市に出した。近所の人々はス ミス家

の人々を信頼できる働 き者の一家 と見 るよう

になった。

こうい う田舎 で教育の機会 も限 られていた

が， ス ミス家の子供 たちは年 に3カ 月程学校

に行 き，読み書 きと算数 の基礎 を学んだ。中

で もジョセブ ・ス ミス ・ジュニアは特に本に

関心 を持 ち，独学で勉強 した。ジョセブは地

方新聞 も読み，青年討論 クラブに も入った。

母のルーシーは後でジョセブ を 「とて も静か

で，気立ての良い子」だった と語っている。

ジョセブは両親 を尊敬 し，愛 と真心 をしば し

ば示 した。長 じてか らも，快活な人柄で大勢

の友達ができた。

ス ミス家は どこの教会 にも属 していなかっ

たが，家族一緒に聖書 を勉強 していた。1819

年 頃にはパルマ イラか らマンチェスター一帯

の教会について研究 し始めたが， その年にメ

ソジス ト派がス ミス家の農場が ら16キ ロ程離

れたビエナで年1回 の大会 を開いた。教派の

方針 を審議す るために大勢の牧師たちが集ま

り，大会後，彼 らは当時の慣例通 り村々に出

て行 って野外集会や伝道集会 を開いた。 こう

してバプテス ト派や長老派の伝道師たちは改

宗者 を獲得す るために巡 り歩いていたのであ

る。そ してルーシー ・ス ミス と娘 のソフロニ

ア と息子のハ イラムとサ ミュエルが長老派教

会 に加 入し，1828年 頃 まで教会に集っていた。

しか し， ジョセブ ・ス.ミス ・シニアとウィリ

アム ・ス ミス，それにジョセブ ・ス ミス ・ジ

回復 の時代

ユニアはどの宗派にも加入 しなか った。

そうい う牧師たちの福音伝道はジョセブ ・

スミス ・ジュニアを啓発するどころか幻滅 さ

せ たのである。彼は熱狂的 とも思 える信仰復

興の運動 こそが信者たちの間の混乱ぶ りを示

す もの と考えていた。ジョセブは1835年 にこ

う述懐 している。「私はだれが正 しくだれが誤

っているか，分からなかった。 しか し自分だ

けは正 しくあろう。それが私に とって一番大

切 なことだ と考えていた。」(「BYU紀 要 」9：

248，1969年 春)

ジ ョセブは改宗者の争奪戦 を演 じている宗

派のどれに も加入しなかったが，当時あった

キ リス ト教の各派を入念に研究 し，調べ，思

索 した。その結果，新約時代の教会は地上に

現存せず，人類は 「真実の生 きた信仰から背

反 している」 という結論に至った。(「BYU紀

要 」9：279)あ る 日，彼は聖書 を勉強 してい

てヤ コブの手紙の中に，祈 りによって神の知

恵を求め よという霊感 された勧告の言葉 を見

いだ した。(ヤ コブ1：5参 照)ジ ョセブは，

これ以上不安の中に身を置きた くなければ古

代の使徒の言葉通 りにするしかないと考 えた。

1820年 の春，まだ15歳 にもならない少年の

ジ ョセブ ・ス ミスは， 自宅近 くの人けのない

森の中でひざまず き，祈った。その重大な朝

について彼が後に語った説明によれば， ジョ

セブ ・ス ミスはその時 自分の救 いと人類の幸

福のこ とを深 く考 えていたという。もっと端

的に言えば， ジョセブは真実の教会があると

すればどの教会に加 わるべ きか知 りたか った

のである。 ところが，祈 り始めたジョセブは

非常な苦悶を経験 した。祈 ろうとす ると恐る

べ き不思議 な力に捕 らわれて語 ることが でき

ないのである。 もはや これまでという思いが

17



回復 の時代

頭をよぎり，だれかが歩いて来る気配 を感 じ

た と思 うと，す ぐに暗闇に包み込 まれてその

まま負けてしまうか と思 われた。驚 く少年ジ

ョセブがそれでも救い を求めて心 の中で祈 り

続けると，悪の力は消え，代 わって輝 く光の

柱が森の中のジョセブを囲んで下 りて きた。

その非常 な明るさの光の中にふた りの輝 く御

方が見えた。ひとりがジョセブの名を1呼んで
一舌し掛け

， もうひ とりを指 しなが ら 「こはわ

が愛しな り，彼に聞け」 と言われた。

御父 と御子に まみえるという神聖な示現 を

通 してジョセブの疑問は答えられ た。救い主

はジョセブに，罪は赦 された，どの教会 も正

しい教えのすべてを持 ってお らず，権能 もな

く，完全な福音は将来彼に知 らされると告げ

られた。

ジョセブは自分が神 とまみえたこ とを家族

や親 しい友人に話 した。この話 をあるひ とり

の牧師に したところ，牧師はジ ョセブの話 を

鼻であしらい，現代に示現や啓示があるはず

はない と言った。 ジョセブが再び神か らの導

きを得 るよう備 えている間に もその話を信 じ

る者 もいれば，逆にあ ざけ る者 も大勢出て き

た。 しか しそれを通 して，ジ ョセブ ・ス ミス

は 自分 と同じように神の救いの教 えを求める

人々を知 ることになったのである。そ うした

人々の 多くは1800年 代初頭の信仰復興運動 を

契機に宗教に 目を向けた人々であった。

最初の示現があってか ら3年 半の間， ジョ

セブ ・ス ミスは普.通の農夫 として平 凡な 目々

を送 っていた。後に語 るように， ときどき陽

気な仲間と交際 して若気の余 り軽率 な行動 を

取 ることもあった。それは生来の快活 さか ら

来るちゃめっ気 といった程度でしかないのだ

壌 、

壕鞭
.蕊 剛 鯉

謡協

簿

密轡 ・：

轟

、曽 象

　 撫 畿
蕪灘

醸 鹸 糠轍 脳

墜 縫縛タ謬

欝 鞭 麟 謹醸 蒙 繕 ・.

鱒 藤 顯轟簾 鑓
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'

が，そんな行為 を示現で受けた神聖な忠告に

反 しているのではないかと次第に感 じ始める

ようになった。

そんな思いが頂点に達 した17歳 の時， ジョ

セブ ・ス ミスは1823年9月21日 ， 自室に引 き

こもって祈 り始めた。すると突然，部屋 中に

光が満ちて， ひとりの天使が現われた。自ら

神の使いであると称す るその天使は，1400年

前 にア メリカ大陸にいたニーファイの民の最

後の記録者， モロナイであると言った。モロ

ナイの言葉にジョセブは自分 の使命を改めて

自覚 させ られた。そして，モPナ イか ら，近

くの丘にア メリカの古代住民 と彼 らの間に伝

わった救い主の教 えにつ いて記 した神聖な版

が埋め られている と告 げられた。モロナイは

その夜 と翌朝 にもう2回 現われて同じ言葉 を

繰 り返 した。ジョセブは，毎年そのクモラの

丘へ行 き， 自分の使命に備 えて教えを受ける

よっに言われた。ついに1827年9月22日 ， ジ

ョセブにその版が託された。

この4年 の準備期間に，ス ミス家の生活が

とりたてて変わった とい うこともなかった。

相 も変 らず一家は生計のために働いていたが，

まだ抵 当に入っていて地所は借 りた形ながら，

木造の家 を新築 した。その家の完成 を見ずに

1823年11月19日 ， 長男のアルビンが亡 くなっ

た。アル ビンは死ぬ直前に，約束が成就する

ようモロナィの教 えを忠実に守れ とジョセブ

を諭 した。

家計 を助け るために， ときどき若いジョセ

ブやほかの.子供 たちも日雇いの仕事に出るこ

とがあっだ。ジ ョセブは1825年10月 に，人を

使 って廃坑になったスペイン人の銀山に埋 ま

っているという宝 を掘 らせていたニュー ヨー

サ ス ケ ハ ナ 川 に 入 る

オ リ ヴ ァ ・カ ウ ド リ と ジ ョセ ブ ・ス ミス
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ク州ベインブ リッジのジ ゴサ イア ・ス トーウ

ェルの所へ働 きに行 った。ス トーウェルはジ

ョセブの.話からむだな宝捜 しをあきらめ るこ

とに した。 しか し， ジョセブが銀山で働 いた

.ことから，彼には埋 もれた宝のあ りかを突 き

とめる霊力があるという噂が流れた。この出

来事は非常に重要な意味がある。 というのは，

これがジョセブを陥れようとす る人々の，一

連の法廷闘争の発端 となる出来事 となったか

らである。

ス トー ウェル家で働いていた間， ジョセブ

はアイザ ック ・ヘ イル家に下宿 したが，そこ

で娘のエマ と知.り合った。ふた りは1827年1

月18日 に結婚 し，パルマ イラの近 くのス ミス

家の農場に移 った。その秋，4年 目のしめ く

くりに予言者は クモラの丘でモロナイか ら古

代の版 を受け取った。また同時に，版 と共に

石の箱に収められていたウリム と トミム とい

う2個 の透明な石 を使って翻訳 を行な う力 も

授けられた。ジョセブ ・ス ミスは，その石が

胸 当てに くくりつけた弓のふちにはめ られて

いたことを説明し，次のように語 っている。

「私はこのウ リム とトミム を使い
，神の賜 と

力に よって記録 を翻訳 した。」(「教会歴史」

4：537)

ジ ョセブがこの神聖な記録を手に入れるや，

それを盗 もうとす る者が出て きた。予言者は，

樺の木の くぼみや豆樽や炉石の下など，数回

金版の隠 し場所を変えた。結局エマの父に勧

め られてペンシルベニア州ハーモニーに引越

すことに決めた。 ジョセブ とエマには240キ

ロの旅 をする費用 もなかった。そこで金版に

関す るジョセブの言葉 を信 じていた裕福 な農

場主のマーテン ・ハ リスが50ド ル を援助 して

くれた。
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翻訳の仕事 が始 まると，マーテン ・ハ リス

は版の写 しを合衆国東部 に住む学者の所へ持

って行 った。彼はそこで， コロンビア大学で

古典研究に携わる有名なチャールズ ・アン ト

ン教授 とニューヨーク在住の医師，サ ミュエ

ル ・L・ ミッチェル博士にジョセブ ・ス ミス

の していることを話 した。ふた り.ともその変

体エジプ ト文字を解続で きず，マーテン ・ハ

リスはジョセブの仕事が確かに神のみ業であ

ることを確信 して帰宅 した。この事件はモル

モン経(IIニ ー ファイ27：6-20)に 語 られ

ている予言の成就で もあった。その後数 カ月

間，マー テン ・ハ リスは予言者が古代の記録

の初めの部分 を翻訳する間，筆記者を務 めた。

彼は後に，モルモン経の3人 の見証者のひ と

りとなった。

マーテン ・ハ リスが手書 きの原稿の最初の

116ペ ー ジを借 り出したの は， まだ翻訳半ば

の1828年 初 夏のことである。それは，お そら

く信者ではないハ リスの妻の不注意か計略に

よってな くなったか，盗 まれたか したのであ

ろう。その結果翻訳は しば らく中断 した。そ

して啓示により再び作業 を始めた時には， し

ばらくの間エマが筆記 をした。幸い，マ ンチ

ェスターのタウンシップでス ミス家に下宿 し

ていた巡回教師のオ リヴァ ・カウ ドリがその

こ とを聞 き付けて興味 を持 ち，ペンシルベニ

ア州ハーモニーまで調べにやって来た。そし

て1829年4月 の上旬にジョセブの筆記者 とな

った。予言者がカーテンー枚 を隔てて原文 を

一語一語訳すかたわ ら
，モルモン経の大半 を

記録 したのはこのオリヴァ ・カウ ドリであっ

た。

ジョセブ ・ス ミスはこの時期に多くの啓示

を受けた。明らかに主 は，回復 されたイエ ス・

ぞ



つ

キ リス ト教会の土台を作 るに当た って，この

年若いしもべ を導いてお られたのである。教

会の組織に先立つひ とつの重要 な段階に1829

年5月15日 の 出来事 があ る。 ジョセブとオ リ

ヴァは記録 を翻訳 している最中に，罪の赦 し

を得るためのバプテスマについて読んだ。彼

らはそのこ とにつ いてもっと知 りたいと思い，

ジョセブ ・ス ミスの家に近 いサスケハナ川の

岸辺の森に入 った。そこで祈 っていると，バ

プテスマのヨハ ネが光の雲 に包まれて現われ，

ふた りの上 に手を按いて彼らにアロン神権 を

授けた。バプテスマの ヨハネはふ たりに正 し

いバプテスマの方法 を教 え， ジョセブ とオ リ

ヴァは天使の勧めに従 い川の中で互いにバプ

テスマを施 し合 った。それか ら1829年6月 末

までに，古代の使徒であるペテロ，ヤコブ，

ヨハネが聖霊の賜 を授け る権威や教会 を組織

す る権威 を持つメルケゼデ ク神権 を回復 した。

この神権時代初の長老，および使徒 となった

ジ ョセブ ・ス ミス とオ リヴァ ・カウ ドリは，

こうして救いの儀式 を執行 し，地上に神の王

国を作る直接の神聖な権能を受けたのである。

ジョセブは真の教会の再建 を待 ち望みつつ，

1829年7月1日 にモルモン経の翻訳 を完了 し

た。ニュー ヨー ク州フェイヤ ットの ピーター・

ホイッ トマー ・シニアの家においてであった。

予言者の仕事 を援助 しようという信者たちの

小 さな集 まりは次第に大 きくなり始めた。そ

してその支持者の中にオ リヴァ ・カウ ドリ，

マーテン ・ハ リス，デビッ ド・ホイッ トマー

の3人 がいた。彼 らは天使か ら金版 を見せ ら

れ，その証人 となった。このほかに友人や家

族 など8人 が版に手 を触れ， 同じ証 をした。

その両方の声明はモルモン経 と一緒に印刷さ

れた。ジ ョセブ ・ス ミスは1829年6月11日 に

回復 の時代

版権 を取 り，8月 にはパルマイラのエ グバー

ト・B・ グランディン と新 しい聖典 の印刷契

約 をした。マーテン ・ハ りスが初版の5千 部

にかかる3干 ドルを払 うことにし，結局農場

の一部を売って費用を工面 した。こうして1830

年3月 下旬， モルモン経の初版の装丁本が配

布 された。

教会 を組織する時は今や熟 していた。1830

年4月6日 ，30人 余 りの人々がフェイヤ ット

のホイットマー家の丸太小屋に集 まった。こ

の神聖な場に集 まった人々の内の6人 が，法

律 に従って正式な組織発起人となった。ジョ

セブ ・ス ミス ・ジュニア，オ リヴァ ・カウ ド

リ，ハイラム ・ス ミス，ピーター ・ホイットマ

ー ・ジュニア
，デビッ ド・ホイットマー，サ

ミュエル ・H・ ス ミスの6人 である。出席者

全員が， 「第一」および 「第二」の長老と称 さ

れていたジョセブ ・ス ミス とオ リヴァ ・カウ

ドリを自分たちの指導者 として受け入れた。

こっしたほんのささやかな人々の集 まりか

ら始 まった教会の組織は後年非常 な勢いで大

き くなっていった。着実 な伝道活動によって

教会が発展するにつれ，神権の中の他の職が

設けられ，管理体 も一層複雑化 していった。

そうした発展の中で教会 の正式名が定め られ

た。現在は教義 と聖約の20章 として知 られて

いる啓示の中でこの教会 は「キリス トの教会」

と呼ばれることが告げ られた。人々は 「モル

モンの民」 とい う蔑称 を使い始めていたが，

一般 には数年間 「キ リス トの教会」 という名

が用いられた。やがて1838年4月26日 の啓示

により，「末 日聖徒 イエス・キリス ト教会」 と

いう名称が告げられ，以来 この名が確立 した。

(教義 と聖約115：3-4参 照)

とILわ け教会が組織 された直後の数カ月は
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回復の時代

重要な期間であった。こめ幼 い教会が他の宗

教組織 とどう違っているかを，知識欲旺盛な

求道者たちに説明 しなければならなかったか

らである。モルモン経の予言者たちがはっき

りと示 して下 さった福音の諸原則を一軒一軒

説いて回った。現代の啓示，生ける予言者，

神権を有する唯一 の真の教会 を求め ることの

大切 さ，裁 きの 日に備えて主の戒め を守 るべ

きことなど説かれたのである。

初期の末 日聖徒 の宣教師たちの精力的 な活

動は嘲笑 と反感 を買い，暴力ざたになること

さえあった。1830年 の夏にはジョセブ ・スミ

スが二度も捕 え.られ，治安びん乱 罪にかけ ら

れようとしたが，証拠がないために放免 され

た。やがて聖徒たちはわず らいか ら逃れるこ

とのできる場 を求めてニュー ヨー クを去 った

が，人々の反対はかえって信者たちの団結 を

助長す るだけであった。

教会員は回復の良 きおとずれを広め ようと

す る召 しにす ぐさま応 じた。 どの改宗者 も自

分 を将来の宣教師 と自覚 した。 ジョセブ ・ス

ミスは1829年 の啓示の中で，「されば汝らもし

神に仕 えんと望むならば，汝 ら神 の業に召 さ

るるな り」(教義 と聖約4：34)と 告 げて

いた。教会設立後の2カ 月間に，正式に宣教

師制度が確立された。予言者の弟のサ ミュエ

ル ・ス ミスは初めて宣教師 として召された者.

の ひとりである。彼は幾らメッセージを伝え

てもよい結果が得 られず落胆 したが，彼の手

を経て渡されたモルモ ン経によってブリガム・

ヤングや多 くの人々が後に教会に加わってい

る。

新 しい教会員の宗教的背景 と言えば， それ

が全 くまちまちで皆，初期の末 日聖徒の長老

たちが説いて回っていた地方の出身であった。
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彼 らは長年捜 し求めて ようや くこの福音 を見

いだ した といった者ばか りであった。そんな

初期の改宗者の典型 とも言える人が，パーレ

ー ・P・ プラッ トである。彼は18歳 でバ プテ

ス ト教会に入った。しかしキリス トの教会 を

見いだした とい う満足感が得 られず，4年 後

にキャンベル派に転向 した。彼は・シ ドニー ・

リグ ドンの説教 に感動 しつつ も，救 いの儀式

を執行する権能 にまだ疑問を抱 いていた。彼

が23歳 になる1830年 に オハ イオ州 を離れ伝道

旅行に出掛け，ニュー ヨー ク州ニューアー ク

の近 くでモルモン経の ことを知 った。バー レ

ー ・P・ プラッ トはモルモン経 を読んでその

教 えを信 じ，伝道の途中でジョセブ ・ス ミス

に会いにパルマイラへ向かった。 そしてこの

福音に改宗 し，メルケゼデク神権 を受けて，

今度は回復 された福音の教師 として伝道の旅

を続けたのであった。

こうして宗教の真理 を求めてや まない人々

が，1820年 に ジョセブ ・ス ミスに初めて与 え

られた教え，すなわちイエス ・キ リス トの権

威やキ リス トの教会は既存の教会には認めら

れず， それらはやがて主によって選ばれた予

言者 を通 じて回復 され るという宣言を次第に

受け入れるようになっていった。そ してこの

最後の神権時代にこの地上に神の王国を築 く

大 いなる業は1830年 を期 してその草創の姿 を

はっきりと見 るのである。

☆ ☆
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教会および世界史年表

教 会 世 界

1

1796ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス ・シ ニ ア と ル ー シ ー ・

マ ッ ク が ， バ ー モ ン ト州 タ ン ブ リッ ジ

で結婚。

1801ブ リ ガ ム ∴ヤ ン グ， バ ー モ ン ト州 ウ ィ

ッチンガムで生 まれる。 1803合 衆 国がルイジアナ地方を獲得。

一 英国 とフランスの間で戦争勃発
。

1804ナ ポ レオ ン ， パ リで 皇 帝 とな る 。

1805ジ ョセ ブ ・ス ミス ・ジ ュ ニ ア ， バ ー モ 1804-26ラ テ ン ア メ リヵ の 国 々 の独 立 。

ン ト州 シ ャ ロ ン で 生 まれ る 。 1806イ ギ リス，奴隷貿易 を廃止する。

1807ウ イ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ ， コネ チ 1807.最 初 の キ リス ト教(プ ロ テ ス タ ン ト)

カ ッ ト州 フ ァ ー ミ ン トン で 生 ま れ る 。 伝 道 者 ロバ ー ト ・モ リソ ン 中 国 に 到 着 。

1808ジ ョン ・テ イ ラー ， イ ギ リス， ミル ン

ソ ー プ で 生 ま れ る 。
「

1812-151812年 戦争(英 米間の戦争)

1814ロ レ ン ゾ ・ス ノー ， オ ハ イ オ州 マ ンチ. 1814最 初 の蒸気機関車が走る。

ユ ア で 生 まれ る。 1814-15ウ ィー ン会 議 。

1815ナ ポ レオン戦争終結;ゲ ント条約

1816ジ ョ セ ブ.・界 ミス ・シ ニ ア の 家 族 が 二

ユ「 ヨ ー ク 州 パ ル マ イ ラ に 移 る 。

1818ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シ ニ ア の 家 族 が 二

ユー ヨ ー ク 州 マ ン チ ェ ス タ ー に 移 る
ρ. 1820年 代 ウ ィ リア ム.・.E・ チ ャ ニ ン グ， ユ

1820ジ ョセ ブ ・ス ミス の 最 初 の 示 現 。 ニテ リアニズム運動 を指導。

1823-27天 使 モ ロ ナ イ の 訪 れ 。 1823モ ン ロ ー 宣 言 。

1827ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス ・ ジ ュ ニ ア ， エ マ ・
Il825イギ リ

スに初め て鉄道敷かれる。

ヘ イル と結婚。

1829ア ロン神権， メルケゼデ ク神権 の回復。
L.

1829ギ リシ ア 独 立 。

3人 の見証者モルモン経の金版 を見る。 1830フ ラ ン ス ， ベ ル ギー ， ポ ー ラ ン ドに お

モルモン経の翻訳完了。 け る 革 命;ド イ ツ ， イ タ リア ， ス イ ス，

1830モ ル モン経の出版，教会が組織 される。 ス ペ イ ン ， ポル トガ ル に お け る反 乱 ，

ノ

デ ィサ イ プ ル 教 が 広 ま る 。

1830年 代 ウ ィ リア ム ・ミ ラー ， キ リス ト再

臨説 を唱える。

1831聖 徒 たち，オハ イオ州に集 まるよう啓 1831ベ ル ギ ー 独 立 。

示によって指示 される。
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教会史跡を巡る

写真の旅

ノ ー ヴ ー ・ パ ル マ ィ ラ ・ フ ・ 一 ウ ェ ス ト・ヵ 一 トラ ン ド こ れ ら

の地名 は皆 ，私 た ちにとって深 い意 味 を持 って い る。とい うのは，

この神権 時代 の最初 の予言者 ジ ョセブ ・ス ミスが生活 し， 働 き，教

会 のため に啓 示 を受 け た場所 だか らであ る。 また奇跡や不 信仰，喜

びや 悲 しみ， 霊的 な顕 現や背教 が 見 られ た所 で もある。初 期の教会

が置 かれ ていた これ らの地 にお いて， 人々 は大 いに霊性 を高め， そ

の結 果，後 の世 の 人々か ら尊敬 され る数 多 くの人物 を生 んだ。 これ

ら尊敬 され る人物 と して，ブ リガム ・ヤ ン グ， ジョン ・テイ ラー， パ

ー レー ・P・プ ラッ ト
， エ ドワー ド・パー トリッジ その他 ， 大勢 の人

々が いる。 イ ンデペ ンデ ンス， ファーウ ェス ト， カー トラン ドな ど

の地 で，初期 の聖徒 た ちは暴徒 や頼 りに ならない官吏，教 会 内部か

らの反逆者や 背教者 たちに よって試 しを受け た。

これか ら今 日存在 す る教会 史跡 を紹 介 したい と思 う。現 在 ノー ヴ

ー は
，聖 徒 たちが住 んで いた頃 と同 じよ うに 回復 す るために 多 くの

手が加 えられて いる。 しか しほ とん どの史跡 は， 様相が 大 き く変 わ

り， 当時 を しのばせ る面影 は ない。家 々は改築や 増築が施 され，教

会歴 史に登場 した頃 の建 物に比べ る とは るか に豪 華 な もの となって

いる。 中に は完 全に破壊 され た もの もあ り， そ こに建物 が あった こ

とを示す 土 台や 記念碑 だけが残 ってい る。 その一方，穏や かな川の

流れ と，肥沃 な畑，緩や かな起伏 の続 く丘 は，150年 前 の姿 その ま ま

であ る。
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1.マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 トッ プ ス フ ィ ー ル ド

ト ップ ス フ ィー ル ドに は 長 年 に わ た っ て ス

ミス 家 の 地 所 跡 が 残 っ て い た。 ジ ョセ ブ ・ス

ミス ・シ ニ ア は1771年7月12日 ， こ の 地 で 生

ま れ た 。

2.バ ー モ)κ・.卜州 タ ン ブ リ ッ ジ

1791年;ス ミ ス 家 は 一 家 を あ げ て バ ー モ ン

ト州 タ ン ブ リ ッ ジ に 引 っ 越 す 。 タ ン ブ リ ッ ジ

で25歳 の ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シニ ア は19歳 の

ル ー シ ー ・マ ッ ク と結 婚 。 ア ル ビ ン ， ハ イ ラ

ム ， ソ フ ロ ニ ア.， サ ミュ エ ル が 生 まれ る 。

3.バ ー モ ン ト州 シ ャ ロ ン

1804年 ，経 済 上 の 問 題 か ら，ス ミス 家 は シ ャ

ロ ン の ル ー シ ー ・.マッ ク ・ス ミス家 か ら農 場

、を.借 り た 。 ジ ョ セ ブ ・ス ミス ・シ ニ ア は 夏 の

間 は 土 地 を耕 作 し， 冬 は 村 の学 校 で 教 鞭 を執

ろ た 。 ジ ョ セ ブ ・ス ミス が 生 ま れ た の は1805

年12月23日 ， マ ッ ク農 場 に い る時 で あ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミス の 生 誕100年 祭 で ，38.5

フ ィ ー ト(約11.7メ ー トル 。1フ ィー トを1

年 と して 予 言 者 の 生 涯 を 表 わ し た)の 花 こ う

岩 の 塔 が こ ② 跡 に 建 て ら れ ， 予 言 者 の 甥 に あ

だ る ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ ス に よ っ て 献 納 さ れ

た 。

4.バ ー モ ン ト州 ノ ー ウ ィ ッチ

こ こ で ス ミス 家 は3回 続 け て 不 作 に 遭 い ，

ニ ュ ー ヨー ク州 パ ル マ イ ラへ の 引 っ 越 し を余

儀 な くさ れ る6

5.ニ ューヨーク州パルマイラ

ジョセブ ・スミス ・ジュニアが10歳 の時，

一家はパルマ イラへ 引っ越す
。2年 後ス ミス

家はパルマイラか ら南に約3キ ロ下 った所で，

樹木に覆われたままの未開拓の土地約40.5ヘ

クタール を購入 した。彼 らは最初丸太小屋に

住んだ。数年後，長男のアルビンが先頭に立

って，両親のために9部 屋もある木造の家を

建：てた。

(パ ルマイラ， フォーコごナーズ)

パ ルマ イラのメインス トリー トとハイウェ

イ21号 線 の交差点 に，地元で知 られている

「フォー コーナー ズ」がある。この四角には，

メソジス ト，長老，監督，バプテス トの4つ

の宗派の教会が建 っている。建物はどれも当

時をしのばせ るほどの古いものではないが，

1820年 の 春， ジョセブが 「どの教会が正 しい

のか」 と森に入って祈 る動機 となった宗教論

争 を思い起こさせ る。

(聖 なる森)

1820年 の 早春，若 きジ ョセブが祈るために

入って行 った聖なる森は，両親の家か ら西へ

400メ ー トルの所にある。彼は，神会 とサタン

につ いてこの地上のだれ よりも深い知識を得

て，森 を出た。

(ク モラ.の丘)

1823年 か ら1827年 にかけて受けた示現で，

ジョセブはパルマイラの村から約6キ ロ南に

ある丘へ行 くよう指示 を受けた。この丘は後

にクモラの丘であることが確認 された。ジョ

セブはここで金板の入った石箱 を見せ られた.。

p.32の 写 真説 明(左 上)イ リノ イ州 ノー ヴ ー にあ る七十 人 会 館 ，将 来 宣 教 師 に な る人 の訓 練 学

校 と して使 わ れ てい た。(右 上)ア ダム ・オ ン ダイ ・ア ーマ ン。(中 牙 左)七 十人 会 館 内部 。

.〈中央 右)イ リノイ 州 カ ー セ ー ジ に あ るカ ー セー2の 牢 獄
，1844年 ジ ョセ フ ・ス ミス.・ジ ュニ

ァ と兄 ハ イ ヲ ム は こ こで殉 教 す る。(下)イ リノ イ州 の モ ン トF一 ズ 渡河 地 ， 向 こう に流 れ る

大河 は ミシ ジ.ッ ピ川 。
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(マ ー テン ・ハ リス農場)

モルモン経が翻訳されると，パルマ イラの

富農マーテン ・ハ リスは，初版の5千 部の印

刷費 として3，000ド ル を払 うため農場 を抵当

に入れた。後に彼は3人 の見証者のひとりと

なった。

(ス ミス農場 を流れ る小川)

ここで何 人かがバプテスマを受けた と思わ

れる。

6.ペ ンシルベニア州ハーモニー

ハーモニーはエマの出生地である。1827年

に結婚 してから，ジ ョセブは義父か ら5.5ヘ

クタールの土地 を200ド ル で購入 した。その

後ふた りはこの敷地内に建てた，3部 屋ある

家に引っ越 した。ジ ョセブとエマの最：初の家

である。サ スケハナ川の土手の近 くでアロン

神権が回復 された。それか らしばら くして，

ある人里離れた場所でジョセブはメルケゼデ

ク神権 を受けた。

7.ニ ュ ー ヨー ク 州 フ エイ ヤ ッ ト

1830年4月6日 火 曜 日， ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス ・

ジ ュ ニ ア ， オ リヴ ァ ・カ ウ ド リ， ハ イ ラ ム ・

ス ミス， ピー ター ・ホ イ ッ トマ ー ・ジ ュ ニ ア ，

デ ビ ッ ド ・ホ イ ッ トマ ー ，お よび サ ミュエ ル ・

H・ ス ミ ス は ， ニ ュー ヨー ク州 セ ネ カ 郡 フ ェ

イ ヤ ッ トの ピー タ 「 ・ホ イ ッ トマ ー ・シニ ア

の 丸 太 小 屋 に 集 い ， 教 会 を 組 織 し た 。〔29ペ ー

ジ の 写 真(左 下)の 中 で ， 教 会 が 組 織 され た

場 所 は 大 き な 白 い建 物 で は な く， 写 真 右 下 の

四角 に 囲 まれ た 場 所 で あ る 。〕

フ ェ イ ヤ ッ トで，.モ ル モ ン経 の3人 の 見 証

者 は 神 に対 す る 証 を得 た 。 ま た ， 教 義 と聖 約

に 記 録 さ れ て い る20の 啓 示 は ，.高 価 な る 真 珠

の モ ー セ の 言 葉 や エ ノ クの 予 言 と 同 様 に こ の

地 で予 言 者 に 与 え られ た も の で あ る 。
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8.オ ハ イオ州カー トランド

1830年12月 に予言者は， オハイオ州 力ニ ト

ラン ドの西方に会員(200名 はいたと思われ る)

を集合させ るように という，啓示(教 義 と聖

約37，38章)を 受けた。

46の 啓示は，予言者がカー トラン ドに住ん

でいる時に与 えられた。

1832年12月 初 旬に，主はここに神殿 を建設

するように命 じられた。神殿の献堂式は1836

年3月27日 に行 なわれ，1週 間後の1836年4

月3日 にはかの栄 えある顕現が示されている。

救 い主イエスは教壇の胸欄にお立ちになって

神殿 を受け入れ られた。続いてモーセ，エラ

イヤス，エライジャが訪れこの時満 ちたる神

権時代の予言者にそれ ぞれの鍵 を授けた。こ

うして神殿はその 目的 を十分に果たされた。

カー トラン ドの時代には数百名の宣教師が

送 り出され，大管長会が組織された。ジョセ

ブ ・ス ミス ・シニアは初代の大祝福師 となっ

た。またカー トラン ドステーキ部 ならびに，

シオンの陣営が組織 された。そ して，十二使

徒評議員会 と七十人第一定員会 も組織 された。

9.オ ハイォ州ハイラム

1831年 の 秋か ら1832年4月 にかけて，予言

者ジ ョセブはハ イラムにあるジョン ・ジョン

ソン家に下宿 していた。予言者はここか ら教

会を管理 した。 また数 多くの啓示 を受け，聖

書の霊感訳に取 り掛か った。ここで大会が開

かれ，集 まった会員たちは 「誠命の書」，すな

わち現在の 「教義 と聖約」 を出版することに

賛成 した。

1832年3月 ハイラムで，予言者 ジョセブと

シ ドニー ・リグ ドンは暴徒に襲われて体中に

タールを塗られ，羽を付け られた上，手荒 く

扱われた。
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10.ミ ズー リ州インデ.ペンデンス

1831年7月 予言者はインデペ ンデンスに来

た時，この地が 「シオンの市」 として計画 さ

れ，奉献 されるべ きであることを明 らかにし

た。神殿がここに建てられるはずであった。

教義 と聖約 の57章 か ら60章 はここで受けたも

のであ り，1831年12月 に は約2500ヘ クタール

の神殿用地を購入している。 しか しその後の

2年 間，末 日聖徒は迫害に遭い，建設が始 ま

る前にその地 を去 らざるを得なかった。

II.ミ ズ ー リ州 フ ァ ー ウ ェ ス ト

1836年 か ら1839年 に か け て フ ァ ー ウ ェ ス ト

に 教 会 の 本 部 が あ り， 教 義 と 聖 約114章 と

115章 ，117章 か ら119章 は こ こ で受 け た もの

で あ る 。1837年 夏 に 神 殿 建：設 の 準 備 が 始 ま っ

た。 そ し て1839年7月4日 に 定 礎 式 が 行 な わ

れ た が ， そ れ 以 上 工 事 は 進 め られ な か っ た 。

教 会 の 第6代 目大 管 長 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ ス

は ，1838年11月13日 に こ の 地 で 生 ま れ た 。

12.ミ ズ ー リ州 ア ダ ム ・オ ン ダ イ ・ア ー マ ン

1838年5月 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 啓 示

に よ り， ス プ リ ン グ ヒ ル に 近 い こ の 場 所 を ア

ダ ム が こ の 世 を去 る3年 前 に 子 孫 を 集 め て 祝

福 した 場 所 で あ る と指 定 した 。 こ こ は また い

つ の 日か 「ア ダ ム が そ の 民 を集 め ， 彼 ら と共

に 評 議 会 を開 い て ，.人 の 子 の 来 臨 に 備 え を さ

せ る」 と こ ろ で も あ る(乃 餌 雇 η9Sα プ漉6

P70ヵ 加'力s6助S魔 漉 「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス の 教 え 」p.157： 教 義 と聖 約116，107：53;

ダニ エ ル7：9-14)。

13.イ リ ノ イ州 ノ ー ヴ ー

ノー ヴ ー の 聖 徒 た ちに とって1839年 か ら1846

年 は栄 光 に 満 ち た年 で も あ り， ま た 悲 惨 な 年

で もあ っ た 。 ヘ ブ ラ イ 語 で 「美 し い 町 」 と い
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う意味 をもつ ノーヴーは， ミシシッピ川沿い

の 「コマー ス」 と呼ばれた小さな町か ら発展

した人口12042人.の 町である。立派 な家々が

立ち並び，開拓者に とってこの地での生活は

最高であった。ノー ヴーは，教会の組織が強

化 された地である。神殿が計画 され，建設 さ

れ，献堂された。予言者ジョセブ ・スミスは，

1842年5月4日 に教会指導者にエンダウメン

トを授けた。後にこれ らの儀式は， ノーヴー

神殿で多くの聖徒たちに執行された。

扶助協会は，1842年3月17日 ， 教会の女性

のために組織された。1839年 ノーヴーで教会

用語の 「ワー ド部」 という言葉が知 られ るよ

うになり，3つ のワー ド部が組織 された。

予言者 と大祝福師，すなわちジョセブとハ

イラムの殉教後 しば らくしてノーヴーは 「ジ

ョセブの町」 と呼ばれるようになった。

しか し1846年 聖徒たちが ノーヴーから離れ

ると同時に， その地の栄光は失われてしまっ

た。神殿は放 火によって焼 き尽 くされ，後に

壁は トルネー ドに吹 き倒 されて しまった。

14.イ リノイ州カーセージの牢獄

カーセー ジの牢獄は，1844年6月27日 ジ ョ

セブ ・ス ミス ・ジュニアと兄のハ イラムが殺

された所である。彼 らは誤って反逆罪に問わ

れ投獄されていた。武装 し.た暴徒たちは建物

を襲撃 し，ふた りの兄弟を射殺 した。

15.イ リ ノ イ 州 モ ン ト ロー ズ

聖 徒 た ち が ノー ヴ ー を 出 発 し た1846年2月

は ， 非 常 な 寒 さ で あ っ た 。そ して ，約1.5キ ロ

の 幅 で 川 の 全 面 に わ た っ て 厚 い 氷 が 張 っ た た

め ， 幌 馬 車 隊 は ミシ シ ッ ピ 川 を渡 る こ と が で

き た 。



現代における

神のみ声

1800年 代 に ジ ョ ン ・ワ ト ソ ン と い う イ ギ リ

スの牧師がこう記 している。「エジプトの

古墳から，イエスが語 られた50の 言葉 を載せた

15セ ンチ四方の写本が発見 されたとしたら，こ

れは1世 紀以来著わされたどの本にもまして

重要なこととなろう。」(1>伽1砺 ηθss/bγGo4

「神への新 たな証人」第2巻 の序文 よワB・

H・ ロバー ツ長老著)

教義 と聖約について最 も興味あることをひ

とつ挙げれば，そこには予言者 ジョセブ ・ス

ミスを通 してこの神権時代の民に語 られた救

い主のみ言葉が載 っているということである。

ブルー ス ・R・ マ ッコンキー長老は こう述

べ ている。「おそ らく，教義 と聖約 ほど聖徒た

ちに とって大きな価値を持つ書物はほかにない

であろう。これは 自分たちの書物，自分 たちの

時代 における神のみ声である。」(ル1∂7規oηDoひ

厩 η6「モルモ ンの教義」第2版p.206)

教義 と聖約の各ペー ジの中には，ご自身の

教会 を再建 しようとす る主のみ手 と，長年失

われていた栄 えある教義 を伝える教えや勧告

や慰めや個々人に対する叱責 と，民の備えと

その時々の必要に応 じて順 々に実際の教会組

織が整えられてゆ くさまを見ることがで きる。

このように教義 と聖約 には種々多様な事柄が

記 されているのである。シ ドニー ・B・ スペ

リー兄弟は次のように述べている。「主は，こ

の神権時代の若き予言者に，回復された教会

の組織 につ いて， また教会貝に教えるべ き教

義や規律について徐々に教 えてゆかなければ

ならなかった。他の諸教会の教義や原則では

用をなさない。実際，新 しいぶどう酒は古い

皮袋に入れることができなかったのである。

ジ ョセブ ・ス ミスに対する主の啓示にはさま 、

ざまな問題が取 り上げられている。新生の教

会にとって非常に重要 な数 多くの事柄に指導

者 たちの注意 を換起す るこ とが必要だったの

である。」(Zλ)o厩麗 αηゴCo彬 ηαη孟sCo〃ψ6η・

伽 吻 「教義 と聖約概論」ブッククラフト社1960

P.17)

「この書には， 人を救いに導 く神の方法を

理解するにあたって，主の しもべたちに必要

な教会の原則 と組織に関する詳細が数 多く掲

載されてい る。全能の神は，回復 された教会

が 『全地の面に於 ける唯一の真にして生命あ

り』(教 義 と聖約1：30)と い う教会であるこ

とをジョセブ ・スミスにはっきりと示 された。

教義 と聖約は堕落ポ贈罪，悔い改め，バプテ

スマ，神権，結婚，聖霊，死者の救い，入の

経済的福祉，人類の究極の行 く末といった基
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本的な教義や概念にすば らしい啓蒙の光 を投

げている。これらおよびその他様々な事柄に

関する知識は，真に悔い改めて神の王国に入

りたいと望む人が必ずや理解すべ きものであ

るが， この近代の聖典の中にそれが教えられ

ているのである。」(「同上」p.15，16)

教義 と聖約 を読んでい くと，啓示がさまざ

まな方法でもたらされていることが分か る。

予言者に対す るみたまの ささや き(教 義 と聖.

約20)， ウ リムとトミムに よるもの(教 義 と聖

約3)， 天使によるもの(教 義 と聖約2)， 示

現(教 義 と聖約76)な ど。また，主が子 らに

どう接 しられたか を見ることもできる。個人

に与えられたその人個人の啓示 は，主が原則

をどう用いておられるか を端的に示す貴重な

例でもある。教義 と聖約 には物語風の叙述が

ほ とんどな く，大半 は重要な教義 と教えであ

る。そのために， どこをも抜か さずに注意 し

て読むことが要求 される。

今月号では，教義 と聖約の研究に参考 とな

る資料 を収録 したつ もりである。主 より下さ

れた多くの啓示の背景を理解す るには，教会

歴史の知識が不可欠である。そのため，これ

からは毎 月教会歴史に関する記事 を掲載す る

ことにしている。出来れば，各章 とそこに記

されている教義について洞察 を試みる記事 も

載せたい。たとえば，今月号には第1章 「主

.ご自身のはしがき
」の概観が載 る。

「教義 と聖約」の書は
，絶えざる啓示の原

則を証する証人である。別の時代に書かれた

他の聖典 も真実であ り，私たちに とって大 き

な価値 を持つが，この教義 と聖約は特 に私た

ちの時代に対す る主のみ言葉であるため，私

たちにとっては特別な意義がある。
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主 ご自身のはしがき ：

教義と聖約から望むこと

ロ イ ・W・ ドク シ ー

教 義 と聖約を研究する ということは・主 イ
エス・キ リス トのメッセー ジを研究するこ

とでもある。このメッセージは，最後の時代す

なわち時満ちたる福音の神権時代 を生 きる人

人に与えられるものである。このメッセージに

ついて主ご自身がどのように言われたかは，教

義 と聖約.第1章 に見ることができる。この啓示

は1831年11月1日 オハ イオ州ハ イラムで開か

れた教会で与えられたもので，集った神権者によ
いましめ

ってこの書は「誠命の書」と名付けられた。

主は，「汝 らわが教会の人々よ」(教 義 と聖

約1：1)と 呼 びかけて第1章 を語 られた。 し

か しこのメッセージは教会員だけに与えられ

た ものではない。主は，この メッセー ジが「す

べての人々に及ぶ ものなれば，一 人ものがる

る者 なし」(教 義 と聖約1：2)と 言ってお られ

る。だれでも， この神権時代のメッセージが

すべての人に対するものであることがす ぐに

分か るだろう。主は続けて言われた。

「この末の世 にわが選びたる弟子 たちの 口

いまし

より，すべての人々に警めの声は及ぼん。」(教

義 と聖約1：4)

そ れであるからこれ らの啓示は 「この世 に

住める人々」(教義 と聖約1：6)に 向 けて公表

されるのである。

主の僕たちが 自らの義務 を遂行 しようとす



る時，彼 らには地 において も天において も結

び固め る権能が与 えられ る。 この権能によっ

て義人たちは永遠の生命に結び固め られる。

同時に主のメッセー ジを受 け入れた後，福音

を信 じようとせず，主の僕に従わない人々は

永遠の罰 を受けるべ き罪に結び固め られる。

(教義 と聖約1：89)。 そ して主は降臨され

ると，「あらゆる人にその為せ る行為に従いて

応報を与え， また彼 らがその同胞 を計 りし秤

を以て彼 らすべての者 を計」(教 義 と聖約1：

10)ら れ るのである。

どうして主の警告 の声がこの時代，すなわ

ちこの神権時代の人々に与 えられ るのだろう

か。その答えは第1章11節 か ら16節 に ある。

「この故に
，主の声は耳あ りて聞かんとす る

すべての人々に聞かれんため地の果にまで及ぶ。

されば汝ら備 えをなせ， まさに来るべ き事

のために備 えをなせ，そは主の来るは近けれ

ばな り。

而して主の怒 りは燃え，主の剣は天にて う

るおいたれば，今や この世に住む人々の頭に

下 されん。

その時主の腕現われて，主の声 もまた主の

僕 らの声 も聞かん とせず，予言者 にして使徒

なる者たちの言に も耳傾けん とせ ざる者のぞ

の民の中よ り絶たるべ き日来 るな り。

そは彼らわが儀式 より離れ去 り，わが永遠

の誓約 を破 りたればな り。

彼らは主の義 を打建 てんために主を求めず

して，あらゆる者おのが心の ままに振舞 いお

のれらの神の姿 を求むれ ども，その姿は人の

世 の像にしてその本質は一個の偶像 なり。そ

は古びてついにバビロンにて，すなわちつい

に亡ぶべ き大バ ビロンにて朽ちん。」(教 義 と

聖.糸勺1：11-16)

この メッセージがこの神権時代の人々に与

え られたのは，(1>主の再臨に先立って人々を

備 えさせ るため(教 義 と聖約1：1112)，(2)

世 に背教的な状態があるため(教 義 と聖約1：

15)，(3>人々 が自分たちの神 を造 るため(教 義

と聖約1：16)で あ る。

17節 か ら23節 には福音がだれを介して回復

されたか，この偉大な出来事 の結果何が起こ

るかが明 らかにされている。この神権時代の

頭 としてジ ョセブ ・ス ミスが召された結果何

が起こると，主は約束 されたであろうか。そ

のことを思い浮かべていただ きたい。このこ

とか ら(1)教会 歴史はこれらの主の約束を立証

しているか，(2)私は このプログラムのどの部

分に参画 して きたか， というふたつの疑問が
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わいて くる。

「されば，.主 なるわれ， この世 に住める人

人に襲い来るべ き禍 を知れば，わが僕ジ ョセ

ブ ・スミス(2代 目)を 呼び天より語 りて彼

に誠命を下せ り。

また他の者 どもに もこれ を世の人々に宣ぶ

る様誠命 を与えたれど，すべてこは予言者た

ちの記せ し事の成就せんがため なり。

すなわち世の弱 き者たち出で来 り，人その

同胞を議 りまた肉の権力に依 り頼 まざらん様

力あ りて強き者 たちを打ち破 らん。

されどこは， あらゆる人々主 なる神すなわ

ち世の救い主の名によりて語 らんため

信仰 もまた世 に高まり，

わが永遠の誓約は確立せ られ，

完全なるわが福音，弱 き者たち単純なる者

たちによ りて世 界のいやはて までも宣べられ，

また王 と統治者 との前に宣べ られんがためな

り。」(教 義 と聖約1：17-23)

こ こで，18節 に示されている主が 「誠命」

を与 えられた 「他の者 ども」 とは， この神権

時代に予言者 ジョセブ ・ス ミスを助け る人々

のこ とであると指摘す ることほ注 目に値す る

ものである。これらの人々の 多くがすでに召

され，啓示によって戒め を受けている。オ リ

ヴァ ・カウ ドリ， シ ドニー ・リグ ドン，ハ イ

ラム ・ス ミス，パニレー ・P・ プラ ット， オ

ルソン ・プラッ トらをは じめ，大勢 の人々が

その中に数えられる。

「見よ
，われは神な り。而 してこの事を語

れり，これらの誠命はわれより出で，わが僕

らの理解せ んがため，彼 らの言葉ぶ りになら

いてわが僕らの弱きままに与えられたり。

彼ら誤 りたらば明 らかにさるるを得，

知恵を求めた らば教 えを授けらるるを得，
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罪 を犯 したらば悔 い改むるために懲 しめ ら

るるを得，

へ り下 りたらば強 くせ られて天の祝福を受

け， また折々知識 を与 えらるるを得 るため な

り。」(教 義 と聖約1：24-28)

私 たちは24節 か ら28節 の中に，何がすでに成

就 したかまた召 しを受けて主のみ業のために自

らの義務を忠実に果たす入々に何がもたらされ

るかを見いだすことができる。これ らの祝福 と

しては，理解の眼が開かれる，誤 りが正 される，

知恵 を求める時にそれが与えられる，罪を犯 し

た時にこらしめを受け悔 い改めをする機会が与

えられる，へ りくだることによって強 くされ知

識が与えられるなどがある。教義 と聖約 を学ん

でいる私たちも今 日勤勉の度合によって同じよ

うな祝福 を期待するこ とができるのだろ うか。

「またさきにニーファイ人の記録を受けたる

後，誠に まことにわが僕なるジョセブ ・ス ミス

(二代 目〉は神の恩恵 を通 して神の能力によ り

モルモン経を翻訳す る能力を与えらるるを得，

またこの誠命 を受 け たる者 たちもこの教 会

の基礎 を置 き，人に知 られぬ所よ りまた暗き

所よ り，全地の面に於け る唯一の真にして生

命あ り而 も主なるわれの悦ぶ この教会を明る

みに出す権力を与えらるるを得。われ悦ぶ と

は一 人一 人を指すにあらずして，わが教会員

全体に就 きて言えるな り。

すなわち，主なるわれは罪を見ていささか

もこれを許すを得ざればな り。

さ りなが ら，悔 い改めて主の誠命を行 う者

は赦 されん。

而 して悔改め をなさざる者は，彼のすでに

受けたる光明までも取 り去 られん。そは， わ

が 『みたま』常には人を励まさじ， とは万群

の主の言なればなり。」(教義 と聖約1：29-33)



このメッセージに続いて，ジョセブ・スミスは

聖なる召しを受け，彼を助ける人々も任命された。

主は，予言者ジョセブ・スミスがモルモン経を翻

訳する能力，また「全地の面に於ける唯一の真に

して生命あり而も主なるわれの悦ぶ教会」(教義

と聖約1：30)を 興 す能力を受けているという大

切な事実 を語っておられる。末 日聖徒イエス・キ

リスト教会が世にあって保持 している立場 につ

いて，教会員，あるいは世り人々の心に疑いはな

かった。主より与えられたこの声明は，最：初の示

現に関する教 え，また，すでに永遠の生命に至 る

道はただひとつしかないことを明らかに した数

数の啓示にさらに強い確証 を与えるものである。

さらに，主は教会全体については喜ばれたが，

教会員一人一人については，彼らの生活 を完全

にするために まだ しなければならないことが

沢山あることを示 してお られる。主は教会員

たちに 「罪を見て い ささかもこれ を許す を得

ざればな り」(教義 と聖約1：31)と 言 われ，罪

を犯すのを許 されていないことを彼 らに悟 ら

せ ようとしている。しか し，悔 い改めた者には

赦 しが与えられる(32節)。 これに反 して，すで

に光 を受 けた者で悔い改めない者は，「わが『み

たま』常には人を励まさじ」(教義 と聖約1：33)

とあ るように主のみた まを失 うのである。

教会また地上の人々に対する主の基本的なメ

ッセージで始まったこの偉大な啓示は，結びに

当たって再びそのことを強調 している。すなわ

ち，主は全人類が来るべき裁きに対する警告の声

に従 うよう，また永遠の生命がイエス・キリス ト

の回復された福音を実践することに よって得

られ ることを知 るよう望んでお られるのであ

る。このことは第1章34節 か ら36節 に繰 り返される。

「主なるわれは， これらの事 を進んですべ

ての人に知 らせん と思 うな り。

そは，われは人々を偏 り見 る者にあらざれ

ば，すべての人々をしてその日速に来 るを知

らしめんと思 えばなり。而 して地 より平和の

取 り去 られ，悪魔 自らの領土 を支配す る時は

なおい まだ しといえども今や近きにあり。

され ど主 もまたその聖徒らを支配し， その

真中にあ りてこれを統治せん。而 してイヅミ

ヤ，すなわちこの世に下 る審判のために天よ

り降 り来らん。」(教 義 と聖約1：34-36)

(「イ ヅ ミヤ」は，啓示の中に 「この世」と

して定義 されている。これは邪悪な世 を象徴

している16節 の 「バビロン」 と同義語である。

「イヅ ミヤ」は
，イスラエル人に対 して根強

い敵意 を持つエ ドムの国 として知 られている。)

教義と聖約を研究する人は，福音はその教えを

実践する人々の生活に喜びをもたらすが，一方悪

は不幸をもたらすことを知るであろう。また，世

に裁きがあり，その裁 きのひとつ である戦争は

大きな破壊を招くということが予言されているこ

とを知る。1831年に宣言された「地より平和の取

り去 られ」という予言は，今や「地より平和の取 り

去られた」と置き換えるべ きかどうかという問題

については，すべての末 日聖徒が世の状況に照

らし合わせて判断すべ きことである。(教 義 と

聖約1：35)。 第1章 の主ご自身のはしが きは，

与 えられた啓示すべてが成就するという確信

と，「この証は真実にして真理は永遠に変わる

ことなし。アー メン」(教義 と聖約1：39)と い

う神のみたまの証で結ばれている。

教義 と聖約は，古代に与 えられた真理に確

認 を与 えるものである。また，近 い将来起こ

る事柄や人の行 く末について，他の聖典以上

に知識 を与 えて くれる。さらにこ.の書には，

これまで世に表わ された原則の中で最 も素晴

らしい原則が含まれているのである。
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末 睦 徒仁 ス'キ リス 激 会の艶 のひ
とつは，主か らの絶え ざる啓示 を主張す

ることにある。末 日聖徒に とって啓示 とは，

過去の時代に存在 した神 との同じ関係 を再び

回復す る原則である。 したがって，啓示は過

去の時代だけのものでもなければ，聖書の最

後の書が書 き上げ られた時点で終わった訳で

もない。啓示は引 き続 き与 えられているとい

うこの主張は単 なるジェスチャーではない。

末 日聖徒の書物の中にその大部分が末 日に受

けた啓示か ら成る一冊の本がある。この本は

「教義 と聖約」 と呼ばれ， その内容や，それ

が世に現わされた状況 を知 らずに 「モルモニ

ズム」 を理解す ることはできないのである。

教義 と聖約の各ページには，教会の設立，組

織 と機能の特徴，他に比類す るこ とのない特

異な歴史 とプログラムの底に流れる偉大な力

を理解する鍵が横 たわっている。

教義 と聖約の起原について語 るとき，予言

者ジョセブ ・ス ミスを忘れ ることはで きない。

ジョセブ ・スミスが初めて啓示 を受けたのは

15歳 の誕生 日を迎える前で，それ以来間隔は

まちまちであるが，生涯啓示を受けて きた。

ジョセブ ・ス ミスがいつか らその重要 な啓

示を記録 しはじめたか を確かめ るのは困難で

ある。さほ ど重要でない啓示の多くは生涯記

録されなかった。'しか しこれだけは確信 をも

って言える。それは1830年 の春 までに予言者

ジョセブ ・ス ミスは， モルモン経，神権の回

復，教会の設立に関す る多くの啓示 を文字 に

していた ということである。

1830年4月6日 ，教会 を組織す る過程で予

言者は啓示 を受け，歴史記録者 を任命してあ

らゆる物事 を忠実に記録するように命 じられ

た(教i義 と聖約第21章 参照)。
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そこでオ リヴァ ・カウ ドリが 「歴史記録者」

として任命 された。1830年6月9日 の大会で，

彼は他の責任につ くため解任 され，新 たに ジ

ョン ・ホイッ トマーがその職 に支持 された。

残念なが ら，歴史記録者 として彼 らが残 した

記録は要約が 多く，不完全である。予言者 ジ

ョセブは教会の設立当初か ら日記 を忠実に書

くことを怠 らず，ほかに も様々な書簡や書類

を収集 していた。これらは1838年 に 自ら教会

の歴史 を編集 し執筆す る際 に非常に貴重 な資

料 となった。

1830年 か ら1832年 にかけてジ ョセブは引き

続 き啓示 を受 け， その 内重要 なものを文に

つづ った。1831年 の秋，彼は以前に記 した啓

示 をひとつにまとめれば，書物 として出版す

るのに十分な量になると感 じた。そこでジ ョ

セブは，1831年11月1日 と2日 の2日 間にわ

たってオハ イオ州ハ イラムで神権者大会 を開

催 した。彼はこの大会で，編集 した啓示 を聖

典 として受け入れ，「誠命の書」という名称で

出版す ることを提案 した。編集 された一連の

記録 をどの程度検討 したのか，議事録には明

確 に されて いない。幾 らかの検討 が行 なわ

れ，議事録によれば，出席 したある会員たち

から批判 を受けている。この批判の一部は，

ジョセブ ・ス ミスがその時公衆の面前で受け

た啓示の中に見ることができる。(こ こで，ジ

ョセブ ・スミスにより授け られた啓示の多 く

は， 白日の下，他の人の面前で与え られた と

言 うのが適切 であろう。彼は全能の神 と交わ

るために，ひ とり秘密 の場所にこもったり夜

の闇に隠れた りは しなか った。そうではな く，

見ることも聞 くこともできる同胞の面前で祈

ったのである。その答えは予言者ジョセブ ・

ス ミス自らが彼 らに語 り，あるい.は人々が聞



いている間に彼の書記に書き取 らせ た。 この

時に受けた啓示が，現在教義 と聖約の第1章

である。24節 には次のようにある。

「見よ
，われは神 な り。而 してこの事 を語

れ り。これらの誠めはわれより出で，わが僕

らの理解せんがため，彼 らの言葉ぶ りになら

いてわが僕 らの弱きままに与えられた り。」

主のみ言葉は予言者の 言葉の中にある。も

しも予言者の言葉に誤 りがあ り，話の中にほ

とん どの人々に共通する文法的誤 りがあ ると

すれば， それらが発見され訂正 されるまでは，

記述 された啓示に文法上の誤 りがあるのも当

然であろ う。それであってもその誤 りは神の

誤 りではない。すべての啓ホは神が人聞を通

して授けられたものである。皇書に描かれて

いるように， そこに人間 という要素が必ず存

在す る。詩人は神の メッセー ジを美 しい詩に

表現 し，詩篇作者はそれに音楽 をつける。一

方，散文家は独 自の文体で人の心に消す こと

のできないよ うな刻印を押 していく。こうし

.麟繍 轟

クモ ラの丘 とカナ ダグ ァ道 路
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てモーセ，イサヤ，エ レミヤ， ミカ，アモス，

ノ〉・ククなとの書は表現 の形式や習熟 さは異

なっているか，すへ て人間か理解てきるよ う

に予言者 を通 して彼らの言葉ふ りにならって

語 られた神 のみ言葉てある。

古代 または近代の聖典 に文法上の誤 りを発

見 した人は，神 の確かなみ言葉を秘かに攻撃

して，その結果 自分の信仰 を失 うことになら

ないよう庄意 しなけれはならない。

ところて1831年11月1日 ，オハ イオ州ハイ

ラムて開かれたその小 さな集会に出席 した入

々のたれもか声 を聞 き，光 を目にし，予言者

ノヨセブか書記に口述 した啓示 と同し考 えを

心の中に感 したという証拠はとこにもない。

したかって，提示 された様 々な記録や その時

与えられた メ ノセーシか，全能の神か らの啓

示てあることに疑 いを抱 く人かいた としても，

驚 くには当た らない。 幾つか の啓 示 には予

言者/ヨ セブ ・ス ミス 自身の言葉遣いか顕著

に表われていたことか ら，ウイリヤム ・E・

ムレ リンなとは予言者に公然 と向って， ンヨ

セブは言わゆ る啓小のい くつか を完全に 自分

の考えて書いた と批鮪 した。

ム レ リンの挑戦に，他 の人々 も同 し疑 い

をもっているかもしれない という気持 ちか相

まって，予言者 ショセブは角ひ主に助けを祈

り求めた。声に出 して祈 ったか とっか記録に

は明 らかにされていないか， その結果 さらに

匹墨疑謡罷 瓢ll慧〆灘 劉
駒磨蟹鶴 電鍔

オハ イオ 州 カ ー トラ ン トの カ ー トラ ン ト神 殿 。

ジ ョン ・F・ ヘ ネ ッ ト収 蔵 。
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別の啓示 を受けた。

「さて主なるわれ，汝らの眼前にある誠命

の真理なることに就 きて一つの証をなす。

汝 らの眼は，今までわが僕 ジョセブ ・ス ミ

ス(二 代 目)の 上にあり。汝らこれまで彼の

言 を知 り彼の欠点を知れば，汝 らは心中に彼

に優 る言葉 を以て表すために知識を求め たり。

これもまた汝 らの知 るところなり。

さて，汝 ら今わが誠命の書より正にその中

の最 も小 さきもの.を捜せ。而 して汝 らの中に

て最 も賢き者を指定せよ。

す なわち汝 らの中誰にても， もし汝 らの選

べるわが誠命の如 くに書 くことを得ば，汝 ら

わが誠命の真理なるを知 らず と言 うことをわ

れ正 しとせん。

されど，もし汝 らにして汝 らの選びしもの

と同 じものを書き得 ざる時に， もし汝らわが

誠命は真理 な りと証せ ざれば罪あ りとせ らる

べ し。

汝 ら，わが誠命には義 しからざるところな

きを知 る。而 して，お よそ義 しきことは天 よ

り来る。すなわち，光明の御父より来 るなり。」

(教義 と聖約67：4-9>

この勧告は，いかなる時代にあっても啓示

を試すことのできる唯一の方法 を示 している。

またこれは識者に対す るチャレンジであ り，

それ 自体非常に もっともなことである。これ

こそ神のみ言葉を知 るために しば しば繰 り返

ス ミス ー 家 が1830年 末 まで住 ん で い たニ ュ ー ヨー ク州パ ル マイ ラ の家 。
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される言葉 「いざ，汝らの悟 らんためにわれ

ら共に論ぜん」(教 義 と聖約50：10)と い う聖

句の意を表わ している。

マ クレリンは，恐 らく他の連中にけ しかけ

られて，このチャレンジを受けたのであろう。

彼は大会の席 を立ち，ひ とり自室にこもって

主か らの啓示 と思えるものを書 こうとした。

11月2日 ，大会に再 び姿 を現わしたマ クレ リ

ンは， 目に涙 を浮かべて予言者 ジョセブ ・ス

ミスと兄弟たち， そして主に赦 しを請 った。

啓示を書 くこ とが できなかったのである。彼

は主か らの啓示 をまねて書こうとしたがで き

なかった。この試み を行 なう人はだれでも同

じ結果に終 るに違いない。霊感 を受けていな

い入間はその時心の中にある考 えしか書 くこ

とができないので， それを文字に表わ したと

しても， 人類に古 くか ら知 られている概 念の

焼 き直 しに過 ぎないことに気付 くのである。

その文章には文学的あるいは教育的な価値が

あるか もしれない。 しか し，何 ら明らかにさ

れ る新 しい ものがなければ，それは啓示では

ない。これに反 して， その言葉が これまで知

られていない概念や知識によって世 の中を豊

かにす るものなら，同 じ秤にかけてみてそれ

が啓示であることが分かる。 しか も人々はこ

の新たに見いだ された真理 を受け入れ.，それ

に従わなければな らないのである。

マ クレリンの体験 と証は，ハ イラムに集ま

っていた少数 の人々に大 きな影響 を与えた。

一一入一 人が立ち上が り
，予言者ジ ョセブと神

の関係について証を述べた。それか ら，啓示

を 「誠命の書」 として発行す ることが大会で

認め られ， 出版を監督す るためにオ リヴァ ・

カウ ドリが ミズー リ州 インデペ ンデンスへ行

くように任命された。
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オ リヴァ ・カウ ドリは任命を受けてす ぐに

は出発 しなかった。 冬が間近に辿 り， 雪で

覆われた1，600キ ロに も及ぶ草原を横断する

のは容易な業でなかったか らである。こ うし

て 「誠命の書」の印刷が終わ り，製本の準備

が整ったのは，1833年 の夏であった。 ミズー

リ州 インデペ ンデ ンスのW・W・ フェルプス

印刷会社にある旧式の印刷機では仕事 も思 う

ようにいかなかった。表紙の材料 も不足 して

いたが， その必要 もな くなるような事件が発

生 した。1833年7月20日 ，暴徒が印刷所 を襲

撃 し，印刷機 を持 ち去った うえに，活字 をま

き散 らし，ほ とん どの印刷物 と紙 を燃や して

しまったのである。この出版に携 わっていた

長老のひとりは，暴徒の姿 を見 ると，大急ぎ

で印刷済みの 「一誠命の書」 を腕いっぱいに抱

えて裏 口から脱出し，納屋の干.し草の下に隠

した。こうして，わずか20部 が守 られたので

ある。

「誠命の書」の発行は半.実上中断 してしま



った。新 たに印刷機 を購入した時には，聖徒

はすでにジャクソン郡から追放 されてお り，

「誠命の書」に掲載 されていない多 くの啓示

が授け られていた。そこでもっと内容が豊富

で広範囲にわたる出版物が必要 となった。そ

して1834年8月 の大会において新 しい啓示の

書 を編 さんするための委員会が設けられ，委

員 としてジョセブ ・ス ミス， オ リヴァ ・カウ

ドリ大管長補佐，ならびにシ ドニー ・リグ ド

ン，フレデ リック 」G・ ウイ リヤムスのふた

りの副管長が任命された。1835年8月17日 ，

オハ イオ州カー トラン ドで開かれた大会 で委

員会か らの報告があった。大会に提出された

編さん書 には啓示以外のもの も含 まれてお り，

教会の問題に直接関係のない啓示が幾つか削

除されていた。

委貝会はこの編 さんの書が 「誠命の書」よ

り内容が もっ と記述的であると考 え，新なに

「教義 と聖約」 と名付けた
。

「誠命の書」は
，1831年11月 の大会 で計画

ス ミス家 の子 供 たち が通 っ てい た

バ 副 モ ン ト州 ， ロイ ヤ ル トンの 学校

された時 とは全 く異なる環境 と援助の下で，

発行 されるよう定められていたのである。初

版の数冊の中から一冊が後の大管長ウイルフ

ォー ド・ウ ッドラフの手に渡 り，彼はそれを

教会歴史図書館に寄贈 し，現在他の版 と共に

保管 されている。そのほか方々の収集家たち

の図書館に保管されているもの もある。

この教義 と聖約は1835年8月17日 の大会で

提示され，教会員の賛成の挙手により聖典 と

して認め られた。

教義 と聖約の第1版 は，1835年 の 冬に発行

された。全部で103章 か ら成 っていたが，今

日の もの とすべてが同 じ配列 ではなかった。

それか ら1844年 に，111章 か ら成 る第2版 が

印刷された。予言者 ジョセブ ・ス ミスは死の

直前までこの版のために働 き続けた。教義 と

聖約への追補 の大半は，1876年 と1921年 の版

に見られる。1876年 版 で26章 が付け加 えられ

た。これ らの章は予言者 ジョセブ ・ス ミスの

説教や書簡か らの抜粋 と啓示であ り，以前教

会の新聞や刊行物に発表 されたが，これまで

の教義 と聖約 にはなかった ものである。本文

が初めて節に分け られ，脚注 と参照聖句が加

えられたのもこの年である。

1921年 版 の変更は，ほとんど印刷上の問題

に留 まり， この時初めて本文が2段 組みにな

った。そして歴史上の記述や参照聖 句が改訂

された。

教義 と聖約 はこの140年 以上の間に，様々

の地域において多くの言語に印刷 され， モル

モ ン経 と同様 に時代 と批判家の厳 しい眼に耐

えてきた。これは他の承認された聖典 を証 し，

補 うもので もある。今 日，400万 人近 くの末

日聖徒が，教義 と聖徒 は現代の人々に与えら

れた神のみ言葉である と考えている。
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教義と聖約
読書課程

1979年 度 福 音 の教 義 ク ラ ス 用 テ キ ス1・

1.第1章

2.ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス2：1-4

3.ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス2：526

4.第2章;ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス2：27-75

5.第3，6-10章;ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス

2：59-67，75

6.第4，11，12，14-16章

7.第5，17章

8.第13，18章

9.第19章

10.第20章

11.第21-24章

12.第25章

13.第26-28章

14.第29章

15.第30，32章

16.第31，33-36，39-40章

17.第37，38章

18.第41，48，51，72章

19.第42章

20.第43-45章

21.第46，50章

22.第47章

23.第48，49章

24.第52-56章

25.第57-59章

26.第60-62章

27.第63一 二65章

28， 第66-70章

29.第71，73章

30.第74，77，86，91， ・113章

31.第76章

32。 第78-83，85，92，104章

33.第84章

34.第87，90章

35.第88章

36.第89章

37.第93章

38.第94-97，109，110章

39.第98，99，101章

40.第100，102章
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「一 つの 清 さ民 ゴ とな りて

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

私は， この新 しい年 を迎えるにあた り，兄弟姉妹 の皆さんの上に主の大い

なる祝福があ り，皆 さんがすべての点で清め られ るように祈 っています。

主は次のように述べておられます。「われは，義 しくわれに仕 えんと欲する

一つの清 き民 をわがためにお こさん と欲す
。」(教 義 と聖約100：16)

これは，私たち日本人にも当てはまるみ言葉です。私たち日本人が この 「一

つの清き民」 として，エ ノクの市の兄弟たちと同 じように主のみ前に立つた

めには，現代の生ける予 言者の勧告 に従 うことが必要です。

キンボール大管長 は， 「もしも日本が 日本人の宣教師 を1，000名 送 り出し，

最：終的にモンゴルや 中国に向けて10，000人 以上の宣教 師 を派遣す ることが
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汚れなく罪なき一個の義しき民として

われに集められんためなり。

できるとしたらどうであろ うか」(1974年4月 地区代表セ ミナー)と 言われま

した。以来，す でに5年 が過 ぎようとしています。

また，昨年6月 に も大管長は次のよ うに述べておられます。「すべての宣教

師は伝道期 間中に何千人 という人にバ プテスマを施す ようになってもらいた

い」(1978年6月 新伝道部長セ ミナー)と 。

大管長はこのような大 きな期待 を日本人に寄せてお られ るのです。昨年10

月の地区代表セ ミナー で，キンボール大管長は 「主のみたまは，現在地の面

をくまな く覆 っている」 と言われました。

仮に，ひ とりの宣教師が24カ 月の任期中に1，000名 の 人々に，罪の赦 しを

得させ る聖 なるバプテスマを施す とします。言語訓練センターで過 ごす期 間

を除 くと，宣教 師が実際に伝道す るのは20カ 月余 りしかあ りませ ん。20カ 月

間に1，000名 です と，1カ 月で50名 とな ります。これ を同僚 とふた り併せ ま

す と，毎月100名 ということにな ります。これが，スペンサー ・W・ キンボ

ール大管長 の抱いているビジ ョンです
。

今，この偉大なみ業 に参加 し， キンボール大管長が抱いているビジョンを

実現するのは，ほかならぬ私たち一人一人です。すべての教会員 と求道者が

こぞって，.イ スラエルの血筋を引 く日本人の同胞 を，神のみ使いである宣教

師に紹介 し，主の道に入るの を助けることは，私たちの大 きな喜びです。「こ

れ汝 らが敵の力 より免れ出で，汚れな く罪なき一個 の義 しき民 としてわれに

集め られんためな り。」(教 義 と聖約38：31)

その ためには，ひ とりの宣教師が300名 位 の求道者 を持つ必要があ ります。

同僚 とふた りで600名 の求道者 を教えるのです。そこでこれらの人々 を教 え

るには， もっと組織的で霊的な 「グループ家庭集会」のよ うなものが必要に
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私たちが清められる最大の近道は

「生ける水」を与える業に携わることである。

な ります。この家庭集会では，7～10家 族 の人々 を同時に教 えます。宣教師

は教 えることに専念 します。

七十人第一定員会会長のJ・ トーマス ・ファイアンズ長老が言われるよう

に 「きょうのワー ド部が明 日のステーキ部 となる」ためには，霊的で， しか

もよ く計画された会員 と宣教師による組織的な伝道活動が必要です。

それが 「求道者抄出法」 という伝道方法です。今す ぐこの方法について，

あなたの監督や支部長にお尋ね下 さい。これは私たち会員が，だれでもでき

る簡単な伝道方法です。 こ.の方法に よります と， 幾何級数的に増加 し，改宗

者 も驚異的な勢いで増 えて くるはずです。皆さん全員がこの 「求道者抄出法」

に参加 し，主の祝福 を多くの人々 と分かち合 うことができるように願ってい

ます。

「この故に
，汝の全身全霊 を挙げて鎌 を入 るべ し。 さらば汝の罪は赦 され，

汝は背に多くの刈 り束をつけ加 えられん。」(教 義 と聖約31：5)

願 わ くは，私 たちがこの主のみ業に精力的に， しか も喜びをもって参加す

ることにより，私たちの罪が赦され ます ように。私たちが皆，イエス ・キリ

ス トの流 された血によって清め られ，徳高き，この聖なる道を共に歩め るよ

う祈っています。

「彼 らこのことを為 さば
，彼 らの衣よりその罪除か るべ し。さらば，彼 ら

わが前に潔白とならん。」(教 義 と聖約61：34)

キ ンボール大管長は，私たちが清められる最大の近道は 「生ける水」 を与

える業に携わるこ とであると言ってお られます。私たちはこの新 しい年の初

めにあた り，勇気 を持って， しか もみたまの助けを得て純粋な気持 ちでこの

み業に遙進 しようではあ りませんか。
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ナ イジェリァ政府

伝道を認可

数年前のN・ エル ドン ・タナー副管長のアフ リカ訪問に続いて，この

度，大管長会は教会国際伝道部 の特別代表者 として2組 の夫婦 をナイジ

ェリアに派遣す るこ とを発表 した、

この特別な召 しを受けた2組 は，ユ タ州バウンテフル在住のレンデル・

N・ メイビー兄弟姉妹，およびソル トレー ク ・シティー在住のエ ド.ウィ

ン ・Q・ キャノン兄弟姉妹である。彼 らはナイジェ リアの地で，1年 間

宗教活動 を行 なう認可 を政府よ り受けた。

両者共かつてズイス伝道部で伝道部長 として働 いていた時， アフ リカ

各地の教会活動に も携 わったことが ある。

キャノン兄弟はこれまで国際伝道部の副伝道部長 として，.ま たキ・ヤノ

ン姉妹 は扶助協会 中央管理会の第一副会長 として責任 を果 たして きた。

一方メイビー兄弟は
，現在，地区代表の職にあ り， メイビー姉妹 も長

い間扶助協会で数 多 くの責任 を果たしている。

しか し大管長会は， これ を期 してナイジェ リアにおける通常の伝道活

動が開始 され るとは考 えていないとの発表である。

(右 の絵 の説 明)1847年 春 ， ウ ィ ンタ ー ク ォー ター ズ を去 る開拓 者

の一 団 。CCA・ ク リスチ ャ ンセ ン画 。 ブ リガ ム ・ヤ ング 大 学提 供 。

ウ ィ ンタ ー ・ク ォ ー ター ズ はネ ブ ラ スカ 州 オ マ ハ近 くにあ り， 聖

徒 たち が西 方 の ソル トレー ク盆地 に 向 けて 旅 した と きの 最 大 の野 営

地 。 この地 に移 って きた最 初 の冬 の ク リスマ ス の頃 に は， 約3500人

の 人 々 が700余 りの 丸太 小 屋 に住 ん で い た。CCA・ ク リス チ ャ ン

セ ンはデ ンマ ー ク の コペ ンハ ーゲ ンで改 宗 した， デ ンマ ー ク人 で あ

る。 この絵 は こ う した出 来 事 を実 際 に体 験 した人 々か ら直 接 聞 き，

そ の史 実 を基 に描 い た もの で あ る。 彼 は}857年 ， ノル ウ ェー人 の妻

と共 にユ タ に移 住 した。 後 日， この 作 品 に つ い て こ う述懐 して い る。
「今 私 は この絵 を見 て

，主 の み手 が この絵 に注 が れ て い た こ と を は 、

っ き りと知 る こ とが で き る。… 歴 史 は私 た ち に多 くの こ と を教 えて

くれ る。 また芸 術 を通 して も， 聖 徒 の苦 難 の模 様 を後世 の人 々 に分

か る よ うに語 り伝 え る こと が で き るの で あ る。」'
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